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はじめに
オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾

事項記載の条件を適用いた し ます。

1.定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」：「当社」 のFAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロ ン、 電子 ・ 機構部品総合 

カ タ ログ、 その他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であっ て電磁的方法

で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環 

境、 取り扱い方法、 利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する 

部品、 電子基板、 機器、 設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利

用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 の(a)適合性、 (b)動作、 (c)第三者の知的財 

産の非侵害、 (d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守

2.記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい

･定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値 

および性能値の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証 

する ものではあ り ません。

･利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商 

品」 の仕様を変更する こ とがあ り ます。

3.ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

･お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く

だ さい。 ｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置さ 

れている こ と をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

ご承諾事項
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル
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･｢当社商品｣をご使用の際には、 (i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、  

冗長設計などの安全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し て も、 ｢お客様用途｣の危険を最小にす

る安全設計、(iii)利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体と し ての構築、

(iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、 の各事項を実施し て く だ さい。

･｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。従いま し て、次 

に掲げる用途での使用は意図し ておらず、 お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用さ

れる際には、 ｢当社｣は｢当社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げ

る用途であっ ても 「当社」 の意図し た特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は

除きます。

(a)高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、

鉄道設備、 昇降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が

及び う る用途）

(b)高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24時間連続運

転システム、 決済システムほか権利 ・ 財産を取扱う用途など

(c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、

電磁的妨害を被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

(d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･上記のa)から d)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。  

以下同じ） 向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さい。 自動

車搭載用商品については当社営業担当者にご相談 く だ さい。

4.保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。 

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

･保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で 

実施し ます。

(a)当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理 

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

(b)故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･「当社」はDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラ

ム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコン

ピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、そのこ

とにより直接または間接的に生じた損失、損害その他の費用について一切責任を負わないも

のとします。

お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社

商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、⑤「当社

商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。
3
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5.責任の制限

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任を

負いません。

6.輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理

に関する日本および関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する

場合には、 「当社商品」 または技術資料をご提供できない場合があ り ます。

･保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

(a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

(b) 「利用条件等」 から外れたご利用

(c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたっ てのご注意」 に反するご利用

(d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

(e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

(f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

(g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）
形V400-R2シ リーズ
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 形V400-R2シ リーズを安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ

う な表示と記号で示し ています。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し

ています。 必ず守って く だ さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

●警告表示

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を

負った り、 万一の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、

同様に重大な物的損害を受ける恐れがあ り ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に本製品は

使用できません。

人体保護用の検出装置と し て本製品を使用し ないで く だ さい。
5
形V400-R2シ リーズ

ユーザーズマニュ アル



6

は
じ

め
に

はじめに
本製品は、 以下の規格に準拠し ています。

法規と規格

LED安全規格 IEC 62471-1:2006 リ スク免除グル－プ

EN規格(CEマーク) EN55022/EN55024
形V400-R2シ リーズ
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製品を安全に使用するため、 以下のこ と を守っ て く だ さい。

1. 設置環境について
･引火性、 爆発性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

･腐食性ガス、 可燃性ガスがある場所では使用し ないで く だ さい。

･塵埃、 塩分、 鉄粉がある場所では使用し ないで く だ さい。

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫や ミ ス ト 雰囲気がある場所では使用し ないで く だ さい。

･CRTの点滅等、 外乱光の影響を受ける場所では使用し ないで く だ さい。

･屋外に設置し て使用する こ とは避けて く だ さい。

･操作、 保守の安全性を確保するため、 高圧機器や動力機器から離し て設置し て く だ さ  

い。

2. 電源、 配線について
･ノ イズ耐性･絶縁耐性を確保するために駆動用電源と し て形S8VS-01505(オムロン製)  

を必ずご使用 く だ さい。

･定格電圧(5V±10%)を越える電圧や交流電源を接続し ないで く だ さい。

･電源の逆接続はし ないで く だ さい。 また、 OK/NG出力信号(オープン コ レ ク タ)は負荷  

を短絡し ないで く だ さい。

･負荷は定格以下で使用し て く だ さい。

･ケーブル類の着脱は、 必ず電源を切った状態で行っ て く だ さい。 通電中に着脱する と  

故障の原因にな り ます。

･高電線、 動力線と本製品の配線は別配線と し て く だ さい。 同一配線あるいは同一ダク  

ト にする と電磁誘導を受け、 誤動作あるいは破損の原因にな り ます。

･取付けネジは本書で記載し ている規定の ト ルク で締付けて く だ さい。

3. 上位機器との通信について
･本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行って く だ さい。

･また、 本製品の起動時は上位イ ン タ フ ェ ースから不定な信号が出る可能性があ り ます  

ので、 初期動作時はご使用機器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く

だ さい。

4. その他
･原子力や、 人命に関わる安全回路には使用し ないで く だ さい。

･本製品の分解、 修理、 改造、 加圧変形、 焼却などは絶対にし ないで く だ さい。

･廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

･異臭がする、 本体が非常に熱 く なる、 煙が出るなどの異常が起こ った場合、 すぐに使  

用を中止し、 電源を切った状態で当社支店 ・ 営業所までご相談 く だ さい。

安全上の要点
7
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本製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て

く だ さい。

1. 設置場所について
■次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

･周囲温度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所(結露する場所)

･相対湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･振動や衝撃が直接加わる場所

･強い外乱光(レーザ光、 アーク溶接光、 紫外光など)があたる場所

･直射日光があたる場所や暖房器具のそば

･強磁界、 強電界がある場所

■また、 定格に記載し ている保護構造上、 次の場所には設置し ないで く だ さい。

･腐食性ガス、 可燃性ガスがある場所

･塵埃、 塩分、 鉄粉がある場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫や ミ ス ト 雰囲気がある場所

2. 電源及び接続 ・ 配線について
･駆動電源と し て形S8VS-01505(オムロン製)を必ずご使用 く だ さい。

･高圧機器の設置されている場所には取付けないで く ださい。

･ノ イズ耐性を確保するため絶縁板を必ずご使用 く ださい。

･配線後は電源を投入する前に、 電源の正誤、 負荷短絡などの誤接続の有無、 負荷電流

の適否について確認を行っ て く だ さい。 誤配線などで故障する恐れがあ り ます。

･静電気による破壊を防ぐため、 端子部分やコネク タ内部の信号線に触れる場合はリ ス 

ト ス ト ラ ッ プなどを使用し て帯電防止措置を行っ て く だ さい。

･電源線の長さ をできるだけ短 く なるよ う に(長さ3ｍ未満)配線し て く だ さい。

3. 使用ラベルについて
･表面の光沢度が高いラベルの場合は、 照明用LEDの正反射のため読取り に く く なる こ

とがあ り ます。 その場合、 ラベルに対し てスキュー角を 15°程度に傾けて読取り を

行って く だ さい。

使用上の注意
形V400-R2シ リーズ
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4. 読取り面の清掃について
･読取り面部前面に、 ほこ りや油滴などが付かないよ う な場所に設置し て く だ さい。 

万一、 ほこ りや油滴が付いた場合は、 次のよ う に清掃し て く だ さい。

･大きなゴ ミ 、 ほこ りはブロアブ ラシ(カ メ ラ レンズ用)で吹飛ばし て く だ さい。 

呼気で吹飛ばすこ とは避けて く だ さい。

･小さ なゴ ミ 、 ほこ りは柔らかい布( レ ンズク リ ーナー )にアルコールを少量含ませて、  

丁寧に拭取っ て く だ さい。 強 く 拭 く こ とは避けて く だ さい。 読取り面にキズが付 く と

読取り不良の原因と な り ます。
9
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このマニュアルの読み方

コー ド各部の名称
本書では、 コー ド の各部について、 以下のよ う に記載し ています。

バーコー ド

2次元コー ド

バーコー ド

マージン

ラベル 

(バーコー ドが印字されている紙)

ナローバー 

(細い方の線)

高さ
マージン

幅

2次元コー ド
ラベル 

(2次元コー ドが印字されている紙)

セルサイズ

マ ト リ クスサイズ

マージン
形V400-R2シ リーズ
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ページフ ォーマ ッ ト について

※このページは実在し ません

各章タ イ ト ル

概要やポイ ン ト

イ ンデッ クスラベル

現在の内容が何章のど う い う 

内容であるかを示し ています 

素早 く 目的のページを開 く  

こ とができます

イ ラ ス ト

操作手順と補足説明

操作手順を示し ています

操作の途中で知ってお く と便利なこ とや参照ページなどにはマーク を付けて紹介し ています
11
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記号の意味

操作をする上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ドバイスなど、 その機能について特に大切なポイ ン

ト がま とめられています。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と、 難しい用語の解説などを示し ています。
形V400-R2シ リーズ
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著作権 ・ 商標

･QRコー ド は(株)デン ソーウ ェ ーブの登録商標です。

･その他、 記載されている会社名と製品名などにつきま し ては、 各社の登録商標または商標です。
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第 1 章

商品概要

本製品の特長や、 定格/性能について紹介し ています。
特 　 長 18

基本構成について 20

各部の名称と機能 21
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第 1 章
商品概要
特 　 長

本製品は紙 ・ ラベルプ リ ン ト の主要2次元/1次元シンボルを設定フ リーで読取る超小型マルチ

コー ド リ ーダです。 パソ コ ンやプログラ マブルコ ン ト ローラ と組合わせて利用する こ と によ

り、 多品種の情報を効率よ く 管理できます。

紙 ・ ラベルプ リ ン ト の主要1D/2Dを設定フ リーで読取る 

マルチコー ド読取り

特別な設定無し で、 1次元、 2次元のさ まざまな コー ド を読取る こ とができます。 

 コー ド条件テ ィ ーチング機能搭載

読み取る コー ド 条件をテ ィ ーチングする こ と で、 特定のコー ド を安定し て読み取る こ

とができます。 バン ク機能を合わせて使用する こ と で最大16個のコー ド を切り替えて

読み取る こ とができます。

 36万画素CMOSイ メ ージセンサ採用

読取可能なバーコー ド 、 2次元コー ドは以下のとお り です。

緑色LEDエイ ミ ング機能搭載

緑色のエイ ミ ング機能で読取り エ リ アをすばや く 認識可能です。

形式 バーコー ド 2次元コー ド

V400-R2CF65 0.076mm 0.127mm

V400-R2CF125 0.127mm 0.212mm

QRコー ド Data Matrix

Code 39

(自動車部品) (HDD)

(基板)
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル
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商品概要
取付け柔軟性を高める超小型

本体は41.1mm×33mm×24mmと超小型。

24mm

41.1mm
33mm

形V400-R2シ リーズ
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第 1 章
商品概要
基本構成について

本製品は、 パソ コ ンやプログラマブルコ ン ト ローラ といった上位機器と接続し て使用し ます。

上位機器では、 本製品で読取っ た情報を受取っ て、 登録されている情報と照合し た り、 記録

し た り し ます。

ケーブル先端がコネク タ になっ ています。 上位機器に合った接続ケーブルをご用意 く だ さい。

パソ コ ン(DOS/V)

p.35

p.36

プログラマブルコ ン ト ローラ

電源装置(DC5V)専用品 

形S8VS-01505(オムロン製)

オムロン製プログラマブル 

コ ン ト ローラ接続ケーブル 

形V509-W011

DOS/Vパソ コ ン接続ケーブル 

形V509-W011D

マルチコー ド リーダ 

形V400-R2シ リーズ
形V400-R2シ リーズ
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第 1 章

商品概要
各部の名称と機能

各部の名称と機能を説明し ます。

形V400-R2シ リーズ

NO 各部の名称 はたら き

① 読取り面 こ こからエイ ミ ング光、 照明LEDを出射し、 撮像し ます。

② スキャ ンボタ ン

読取り テス ト ボタ ンです。 1回押すと1回読取り を実行し ます。

5秒以上押し続ける と、 読み取ったコー ド種や読み取り条件を記憶す

る （コー ド条件テ ィ ーチング） こ とができます。

③ 読取り確認LED

読み取り時

　 成功時、 読取り確認LED(緑)が点灯し ます。

テ ィ ーチング時

　 実行時、 読取り確認LED(緑)が点滅し ます。

　 成功時、 読取り確認LED(緑)が点灯し、 ブザー鳴動し ます。

　 失敗時、 読取り確認LED(赤)が点灯し、 BADブザー鳴動し ます。

④ 本体ケーブル
DOS/Vパソ コ ン接続ケーブル、 またはオムロン製プログラマブルコ ン

ト ローラ と接続し ます。 長さは1.5mです。

①読取り面

④本体ケーブル

③読取り確認LED

②スキャ ンボタ ン
21
形V400-R2シ リーズ
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商品概要
MEMO
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第 2 章

導入手順

本製品の事前検討から設置、 導入するまでの流れを説明し ています。
導入の流れ 24

事前検討 26

配線と接続 33

準備 39

設置と読取り 44
23
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第 2 章
導入手順
導入の流れ

本製品の事前検討から設置、 導入するまでの流れを説明し ます。

準備

事前検討

2次元コー ド、 バーコー ドの種類･幅･高さ･桁数などを確認する

p.26 対応コー ド一覧

p.29 読取り範囲特性

p.31 読取り角度特性

配線と接続

配線する

p.33 ピン配置と入出力回路

周辺機器を接続する

p.35 パソ コ ン との接続例

p.36 プログラマブルコ ン ト ローラ(形CS1)との接続例

電源を入れる

スキ ャ ンボ タ ン で対象 コ ー ド が読取れるか
テス ト する

p.39 テス ト する

p.40 読取り タ イ ミ ングの検討

p.48 基本動作フ ローチャー ト

目的に合った読取り条件を設定する

p.41 読取り条件を設定する

p.64 メ ニューシー ト /コマン ド一覧

読取り タ イ ミ ングを検討する
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル
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第 2 章
導入手順
設置と

読取り

設置する

p.44 設置する

実際の使用環境でテス ト する

読取り を実行する

困った と きに．．．

通信仕様がわからないと き

p.54 通信データ フ ォーマ ッ ト

動作の流れがわからないと き

p.48 動作フ ローチャー ト

p.39 テス ト する
25
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第 2 章
導入手順
事前検討

検討すべき代表的な仕様を紹介し ます。

対応コー ド や読取り範囲特性、 読取り角度特性を検討し、 2次元コー ド 、 バーコー ドの種類や

幅、 高さ、 桁数などを確認し ます。

対応コー ド一覧

■ 2次元コー ド

 DataMatrix  QR Code  Micro QR Code

 PDF417 Micro PDF417

 Aztec Code  Maxi Code  Codablock-F

・ ECC200

10×10～64×64

8×18～16×48

・ モデル1,2

21×21～57×57

(バージ ョ ン1～10)

11×11～17×17
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル



第
 2

 章
事

前
検

討
第 2 章

導入手順
■ バーコー ド

 JAN/EAN、 UPC

 CODE39  Industrial2of5(STF)

 Codabar(NW-7)  CODE93

 ITF  CODE128
27
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第 2 章
導入手順
■ GS1 DataBar(RSS)

 GS1 DataBar Omni-directional  GS1 DataBar Truncated

 GS1 DataBar Stacked  GS1 DataBar Limited

 GS1 DataBar Expanded

 GS1 Databar Composite
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル



第
 2

 章
事

前
検

討
第 2 章

導入手順
読取り範囲特性
以下の条件の場合を例にあげて、 説明し ます。

･コ ン ト ラス ト : MRD 63% (PCS=0.9)

･設置条件: ピ ッ チ角度α＝0°、 スキュー角度β＝15°、 

チル ト 角度γ＝0°、 湾曲Ｒ＝∞

･読取り率: 10 ト ラ イに対し て読取り率が90%以上

本読取り範囲は保証値ではな く 参考値です。
29
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第 2 章
導入手順
 V400-R2CF125の場合

2次元コー ド (代表例)

バーコー ド(代表例)

 V400-R2CF65の場合

2次元コー ド (代表例)

バーコー ド(代表例)

コー ド種類 分解能 読取距離 読取距離での視野サイズ

QR Code 0.212 95～115 70×44～85×54

0.381 60～185 44×28～137×87

Data Matrix 0.254 80～145 59×38～107×68

PDF417 0.169 85～130 63×40～96×61

0.254 65～180 48×30～133×85

コー ド種類 分解能 読取距離 読取距離での視野サイズ

Code39 0.127 90～125 66×42～93×59

0.254 70～190 52×33～141×89

0.508 65～235 48×30～174×110

Code128 0.2 80～160 59×38～118×75

UPC 0.33 55～185 40×25～137×87

コー ド種類 分解能 読取距離 読取距離での視野サイズ

QR Code 0.169 70～80 51×33～59×38

0.381 45～110 33×21～81×52

Data Matrix 0.212 65～90 48×31～66×42

PDF417 0.127 65～80 48×31～59×38

0.254 65～110 48×31～81×52

コー ド種類 分解能 読取距離 読取距離での視野サイズ

Code39 0.127 65～85 48×31～62×40

0.254 60～110 44×28～81×52

Code128 0.18 55～100 40×26～74×47

UPC 0.33 60～125 44×28～92×58
形V400-R2シ リーズ
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読取り角度特性

■ ピ ッ チ角度(α)
以下の条件の場合、 α＝左右50°まで読取り できます。

･ コー ド : 分解能＝0.330mm、 UPC(12桁)、 PCS=0.9

･ 読取り距離: ケース先端よ り 65mm(V400-R2CF65の場合)、 125mm(V400-R2CF125

の場合)

･ 設置条件: スキュー角度β＝15°、 チル ト 角度γ＝0°、 湾曲Ｒ＝∞

■ スキュー角度(β)
以下の条件の場合、 β＝±50°まで読取り できます。

･ コー ド : 分解能＝0.330mm、 UPC(12桁)、 PCS=0.9

･ 読取り距離: ケース先端よ り 65mm(V400-R2CF65の場合)、 125mm(V400-R2CF125

の場合)

･ 設置条件: ピ ッ チ角度α＝0°、 チル ト 角度γ＝0°、 湾曲Ｒ＝∞

光沢紙やカー ド ケースなど表面の光沢度が高いバーコー ドは、 照明用LEDや室内照明などの反射

光が読取り面に入る こ と で、 読取り性能が低下する こ とがあ り ます。

照明用LEDの反射光の場合は、 バーコー ド に対し スキュー方向に15°程度傾ける こ と で読取り性

能を向上できます。
31
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第 2 章
導入手順
■ チル ト 角度
全ての角度で読取り できます。

■ 湾曲
以下の条件の場合: 　 R≧20mmの範囲で読取り できます。

･ コー ド : UPC12桁 　 分解能=0.33mm PCS=0.9

･ 読取り距離: ケース先端よ り 65mm(V400-R2CF65の場合)、 105mm(V400-R2CF125

の場合)

･ 設置条件: ピ ッ チ角度α＝0°、 スキュー角度β＝15°、 チル ト 角度γ＝0°
形V400-R2シ リーズ
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第 2 章
導入手順
配線と接続

ピン配置や入出力回路、 上位機器との接続方法を説明し ます。

ピン配置と入出力回路

■ ピン配置

上位機器との接続 p.35、 p.36

接続ケーブルを作成される場合は、 以下のコネク タ をご用意 く だ さい。

コネク タ推奨品

配線色 ピン番号 信号名 役割
信号方向

本製品  上位機器

緑 1 SD 送信データ

白 2 RD 受信データ

灰 3 RS 送信要求

青 4 CS 送信可

茶 5 TRIG 外部 ト リ ガ信号

－ 6 NC 無接続

黒 7 S.GND 0V 外部

赤 8 VCC 電源 外部

黄 －(注) OK 読取りOK出力 外部

橙 －(注) NG 読取りNG出力 外部

用途 メ ーカ 形式

ケーブル中継用 ホシデン株式会社 形TCS8587-0170477

パネル取付け用 ホシデン株式会社 形TCS1080-0120177

OK、 NG出力線はDIN8ピン コネク タに接続されていません。 OK、 NG使用時はケーブルを カ ッ ト し

てご使用 く だ さい。

（ピン配列）

コネク タ部(DIN: 8P プ ラグ

ホシデン株式会社製

形TCP1394-715267(Type A)
33
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第 2 章
導入手順
■ 入出力回路

外部 ト リ ガ信号の入力回路

 READ OK/NG信号の出力回路

項目 最小値 最大値

ト ラ ンジス タON時端子電圧Von 0V 0.8V

ト ラ ンジス タOFF時端子電圧Voff 2V 5.5V

項目 仕様

出力体系 NPNオープン コ レ ク タ

定格負荷 DC24V 　 30mA

OFF時漏れ電流 0.5mA以下

ON時残留電圧 1V以下

Von/off

TRIG

VCC

SG

外部 ト リ ガ信号

内部回路

OK/NG

SG

内部回路
形V400-R2シ リーズ
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導入手順
パソ コ ン との接続例
DOS/Vパソ コ ン との接続例について説明し ます。

■ 配線

上位機器との通信について

本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行って く だ さい。

また、 本製品の起動時は上位イ ン ターフ ェースから不定な信号が出る可能性があ り ますので、 初期

動作時はご使用機器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く だ さい。

専用ケーブル 

形V509-W011D

マルチコー ド リーダ 

形V400-R2シ リーズ

AC100V

マルチコー ド リーダ用専用電源 

形S8VS-01505(オムロン製)

DOS/Vパソ コ ン

ピンNo. 配線色 信号名

5 茶 TRIG

- 黄 OK

- 橙 NG

4 青 CS

3 灰 RS

2 白 RD

1 緑 SD

8 赤 VCC

7 黒 S.GND

シールド F.GND

ピンNo. 信号名

1 -

2 RD

3 SD

4 ER

5 SG

6 DR

7 CS

8 RS

9 -

カバー シールド

上位機器側 

(DOS/Vパソ コ ンの例)本製品側

シールド

DC5V(専用電源から供給)

0V
35
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導入手順
プログラマブルコ ン ト ローラ(形CS1)との接続例
プログラマブルコ ン ト ローラ形CS1(オムロン(株)製)との接続例について説明し ます。

本製品の接続ケーブル(形V509-W011)は、 CPUユニ ッ ト のRS-232Cポー ト に接続し て く

だ さい。

■ 配線

専用ケーブル 

形V509-W011

本製品 

形V400-R2シ リーズ

AC100V

マルチコー ド リーダ用専用電源 

形S8VS-01505(オムロン製)

電源ユニ ッ ト  

形C200HW-PA204S

CPUユニ ッ ト  

形CS1H-CPU67H
入力ユニ ッ ト  

形CS1W-ID21

プ ロ グ ラ ミ ン グ

コ ン ソール 

形C200H-PRO27

ト リ ガ 

スイ ッ チ

専用ケーブル 

形CS1W-CN224

ピンNo. 配線色 信号名

5 茶 TRIG

- 黄 OK

- 橙 NG

4 青 CS

3 灰 RS

2 白 RD

1 緑 SD

8 赤 VCC

7 黒 S.GND

シールド F.GND

ピンNo. 信号名

1 FG

2 SD

3 RD

4 RS

5 CS

6 -

7 -

8 -

9 SG

形CS1 

RS-232Cポー ト本製品側

シールド

DC5V(専用電源から供給)

0V
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■ 本製品側の設定
プログラマブルコ ン ト ローラ と通信できるよ う に、 以下のよ う に設定し ます。

■ 形CS1側の設定
詳しい設定方法は、 お使いになるプログラマブルコ ン ト ローラのマニュアルをご覧 く だ さい。

 プログラマブルコ ン ト ローラシステム設定-詳細

※0x00は16進数、 “0”は2進数を示し ます。

設定項目 設定内容 コマン ド

通信速度 9600bps (工場出荷時の設定どおり)

データ長 8ビ ッ ト (工場出荷時の設定どおり)

パリ テ ィ な し (工場出荷時の設定どおり)

ス ト ッ プビ ッ ト 1ビ ッ ト (工場出荷時の設定どおり)

ヘ ッ ダ な し (工場出荷時の設定どおり)

フ ッ タ CR (工場出荷時の設定どおり)

読取り有効時間 ト リ ガ+2秒 (工場出荷時の設定どおり)

読取り失敗時の処理 ラベル無し時に 「NL」 を送信

読取り失敗時に 「ND」 を送信

TH0N0L

TI0N0D

設定項目 設定内容

CPUユニ ッ ト のデ ィ ッ プスイ ッ チ OFF

プログラマブルコ ン ト ローラシステム設定 160[830E]

161[0006]

162[0000]

164[000D]

165[0100]

DMの設定 DM00100に[1B5A]を設定 

(ASCIIコー ドの 「[ESC]Z」 を記憶)

160 b15 任意通信設定の有無 “1” 任意設定

b11-8 シ リ アル通信モー ド “11” 無手順

b3 データ長 “1” 8bit

b2 ス ト ッ プビ ッ ト “1” 1bit

b1-0 パリ テ ィ “01” な し

161 b7-0 通信速度 0x06 9600bps

162 b15-0 送信デ ィ レ イ時間 0x0000 デ ィ レ イな し

164 b15-8 ス ター ト コー ド 0x00 な し

b7-0 エン ド コー ド 0x0D CR

165 b12 ス ター ト コー ド有無 “0” な し

b9-8 エン ド コー ド有無 “01” エン ド コー ド あ り
37
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■ プログラム例
ト リ ガスイ ッ チをONする と、 本製品は読取り を実行し、 読取りデータ を形CS1のDM(データ メ モ

リ)に格納し ます。

その内容はプログラ ミ ングコ ン ソールに表示されます。

あらかじめ設定された時間以内(今回の例では2秒間)にコー ドが読めなかった場合は、 「NL」 また

は 「ND」 を送信し ます。

プログラムコ ン ソールで読取りデータ を確認するには、 「ク リ ア→FUN→モニ タ」 の順にキーを

押し ます。

上位機器との通信について

本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行って く だ さい。

また、 本製品の起動時は上位イ ン ターフ ェースから不定な信号が出る可能性があ り ますので、 初期

動作時はご使用機器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く だ さい。

本製品からデータ を受信し、DM00200番地を先頭

にデータ を格納。

00000

00000

00002

00006

00101 A39205

A39206

DIFU(13)00101

TXD(236)

DM00100

#0000

#0002

BSET(71)

#0000

DM00200

DM00220

RXD(235)

DM00200

#0000

A393

MSG(46)

＆0

DM0200

DM00100番地に格納された読取り コマン ド｢Z｣を

送信。

格納用DM00200番地を ク リ ア。

プログラマブルコ ン ソールにデータ を表示。
形V400-R2シ リーズ
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準備

事前検討を元に し た設定方法を説明し ます。 対象コー ド が読取れるかテス ト し、 目的にあっ

た読取り条件を設定し ます。

テス ト する
読取り対象のコー ド をどの程度安定し て読取れるのかを確認できます。

コー ド を静止し た状態で10回読取り し、 読取り率を算出し ます。

■ 読取り率測定モー ド にする

1. コー ド を読取り位置に設置し ます

2. コ マン ド 「[XU8」 を入力し ます

読取り率測定モー ド にな り ます

10回ご との読取り率が測定されます

3. 読取り率測定モー ド を終了する場合は、 本製品を再起動し ます

通常の測定モー ド に戻り ます

■ 出力フ ォーマ ッ ト
読取り率測定モー ドの間、 10回ご との読取り率を連続し て上位機器に出力し ます。

通信データのフ ォーマ ッ ト

不揮発メ モ リへの書込みコマン ド 「Z2」 は実行し ないで く だ さい。

サンプルの設定条件が上書き保存され、 設定し ていた読取り条件が消えて し まいます。

正し く デコー ド し た回数(照合な し)
10回の読取り ト ラ イ回数

正読データ

ヘッ ダ フ ッ タ

ヘッ ダ フ ッ タ正読データ

フ ッ タ
39
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読取り タ イ ミ ングの検討
本製品の読取り方式は、 「 ト リ ガ読取り」 を採用し ています。 ト リ ガ読取り には以下の

ト リ ガ入力方式と読取り動作があ り ます。

設定方法 p.79

※ 読取り有効時間について 

ト リ ガ入力方法が外部 ト リ ガ信号の有効時間指定方式、 またはRS-232C コ マン ドの場合は、 あらかじめ有効時間

の設定が必要です。 有効時間は0～10秒で設定し ます。

読取り有効時間に関する設定(p.81)

読取り方式 ト リ ガ読取り

外部から読取り ト リ ガを与える こ とによ って、 読取り を実行し ます。

ト リ ガ入力方法 外部 ト リ ガ信号 外部 ト リ ガ信号をONさせる こ とによ り、 読取り を開始し ます。 ト リ

ガがONし ている間、 読取り を実行する 「 ト リ ガ連動方式」 と、 ト リ

ガON後あらかじめ設定し ておいた有効時間(※)の間だけ読取り を実行

する 「有効時間指定方式」 があ り ます。

RS-232Cコ マン ド 上位機器から通信コ マン ド を送る こ とによ り、 読取り を開始し ます。

コマン ド受付後、 あらかじめ設定し ておいた有効時間(※)の間だけ読

取り を実行し ます。

読取り動作 単発読取り 読取り に成功する と、 そのデータ を出力し自動的に読取り を終了し

ます。

複数読取り ト リ ガONまたは有効時間(※)の間、 連続し て コー ド を読み続けます。

1回目の読取り完了時にデータ を一度出力し、 同じ コー ド を連続し て

読んでいる間は出力し ません。 直前のコー ドのデータ と異なる場合

だけ、 新たに出力し ます。

連続読取り ト リ ガONまたは有効時間(※)の間、 連続し て コー ド を読み続けます。

同じ コー ド であっても連続し てデータ を出力し ます。
形V400-R2シ リーズ
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読取り条件を設定する
本製品の設定方法には以下の3つがあ り ます。 状況に合わせて選択し て く だ さい。

■ メ ニューシー ト を読取らせる
メ ニューシー ト とは、 本製品の機能を設定する と きに使用する特殊な コー ド です。

このメ ニューシー ト を読取らせる こ とによ り、 設定を変更する こ とができます。

1. 設定開始/終了のメ ニューシー ト 「ZZ」 を読取らせます

連続ブザー音が鳴り、 設定モー ド に入り ます

2. 工場出荷時の設定に戻す メ ニューシー ト 「U2」 を読取らせます

3. 設定を変更し たい項目のメ ニューシー ト を読取らせます

メ ニューシー ト /コマン ド一覧 p.64

4. 設定を終了する と きは、も う一度設定開始/終了のメ ニューシー ト 「ZZ」を読取らせます

ブザー音が消え、 通常のモー ド に戻り ます

設定方法 説明

メ ニューシー ト を読取らせる 設定し たい機能のメ ニューシー ト を読取らせる方法です。

初回の設定時やテス ト 時に便利です。

上位機器から コ マン ド を入力する 上位機器から コマン ド を入力する方法です。

コー ドの種類に合わせて段取り替えする と きなどに便利です。

コー ド条件テ ィ ーチング機能を使用

する

本体のスキャ ンボタ ンを5秒以上押し続ける こ と で読み取り条件を

設定する方法です。 

外部から コマン ド送信できないと きに便利です。

コー ド条件テ ィ ーチング処理 p.57

_ZZ_

_U2_

_ZZ_
41
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 メ ニューシー ト の作成方法

メ ニューシー ト はCODE39のコー ド体系を利用し ています。 ただ し、 ス ター ト コー ド と

ス ト ッ プ コー ド をスペース記号に し た特殊なコー ド を採用し ています。 (通常は 「＊」 )

以下の方法で、 市販のコー ド 作成ソ フ ト ウ ェ アを使っ て メ ニューシー ト を作成する こ

と もできます。

例: 「A3」 とい う メ ニューシー ト を作成する場合、 

「＊ 　 A3 　 ＊」 を作成しハサ ミ で 「＊」 の部分を削除すれば、「A3」 のメ ニューシー ト ができあがり ます。

*_A3_*
切取る切取る
形V400-R2シ リーズ
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■ 上位機器から コマン ド を入力する

1. 設定し たい機能のコ マン ド文字列を送信し ます

メ ニューシー ト /コマン ド一覧 p.64

2. コ マン ド 「Z2」 を送信し、 本製品内の不揮発性メ モ リ に設定データ を書込みます

例: ヘ ッ ダに 「AB」 を設定する(直接コー ド を指定する)

上位機器から コ マン ド を入力し て条件を設定し た場合は、 必ず不揮発性メ モ リ に設定データ を書込

んで く だ さい。 書込みせずに電源を切る と、 設定内容が消えて し まいます。

コ マン ド文字列を送信

マルチ コー ド リーダ 
形V400-R2シ リーズ

上位機器

コマン ド

ESC M Z 0 A 0 B CR
(1BH) (4DH) (5AH) (30H) (41H) (30H) (42H) (0DH)

ヘ ッ ダ設定コマン ド 文字 「A」 文字 「B」
43
形V400-R2シ リーズ

ユーザーズマニュ アル



44

第
 2

 章
設

置
と

読
取

り

第 2 章
導入手順
設置と読取り

本体を設置し、 実際の環境で読取り できるか最終確認する方法を説明し ます。

設置する

■ 本体を設置する
コー ドが正し く 撮像できる距離に設置し て く だ さい。

 コー ド との視野と距離
設置距離と コー ドの分解能については、 「読取り範囲特性」 p.29を参照し て く だ さい。

取付け金具を装着

照明光の正反射を避けるため、 読取り対象のコー ド に対し て15～30°傾けて取付けて

く だ さい。

付属品の取付け金具は±30°まで傾けられます。 この取付け金具をご使用 く だ さい。

1. 本体に取付け金具を装着し ます （M2×6ネジ、 締付け ト ルク0.15N･m）

M2×6ネジ

M2×6ネジ

取付け金具
形V400-R2シ リーズ
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2. 設置場所に取付けます(M5×10mmネジ、 締付け ト ルク 　 2.3N.m)

･ 取付け時も し く は使用時に、 ケーブルにス ト レスをかけないで く だ さい。

･ ラベルによ り読取り できる距離、 角度が異なる場合があ り ます。 

使用する ラベルを実際に読取れるか確認し てから取付けて く だ さい。

30° 30°

M5×10ネジ
45
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MEMO
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こ こ では、 本製品の代表的な機能について説明し ています。
作
の

基
礎

知
識

動作フ ローチャー ト 48

通信データ フ ォーマ ッ ト 54

コー ド条件テ ィ ーチング機能 57

バン ク機能 60
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動作フ ローチャー ト

読取り動作別の基本動作フ ローチ ャー ト 、 通信プロ ト コル別のデー タ送信チ ャー ト 、 ブザー

やLED表示のタ イ ミ ングチャー ト を説明し ます。

基本動作フ ローチャー ト

■ 単発読取りの場合

※1: コ マン ド による ト リ ガを使用し た場合、 この欄は無視し て考えて く だ さい。

※2: ト リ ガ連動方式( ト リ ガがONし ている間、 読取る)の場合は、 この読取り有効時間が0に設定されます。

電源投入

読取り ト リ ガ待ち

照明光発光

読取り処理実行

読取り成功か？

繰返し

読取り有効時間
経過か？

(※2)

照明光消灯

読取り失敗時の処理

照明光消灯

読取りOK LED点灯

読取りデータ出力

読取り成功時の処理 読取り失敗時の処理

繰返し

外部 ト リ ガ終了か？
(※1)
形V400-R2シ リーズ
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■ 複数読取りの場合

※1: コ マン ド による ト リ ガを使用し た場合、 この欄は無視し て考えて く だ さい。

※2: ト リ ガ連動方式( ト リ ガがONし ている間、 読取る)の場合は、 この読取り有効時間が0に設定されます。

電源投入

読取り ト リ ガ待ち

照明光発光

読取り処理実行

読取り成功か？

繰返し

読取り有効時間
経過か？ (※2)

照明光消灯

読取りOK LED点灯

読取りデータ出力

前面にラベルが
無 く なったか？

読取りNG時の処理

前回の読取り と異なる
データか？

外部 ト リ ガ終了か？
(※1)

読取り失敗時の処理

外部 ト リ ガ終了か？
(※1)

読取り有効時間
経過か？

照明光消灯

読取りOK時の処理

リ セ ッ ト 時間経過か？

前回読取りデータ リ セ ッ ト
49
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■ 連続読取りの場合

※1: コ マン ド による ト リ ガを使用し た場合、 この欄は無視し て考えて く だ さい。

※2: ト リ ガ連動方式( ト リ ガがONし ている間、 読取る)の場合は、 この読取り有効時間が0に設定されます。

電源投入

読取り ト リ ガ待ち

照明光発光

読取り処理実行

読取り成功か？

繰返し

外部 ト リ ガ終了か？

(※1)

照明光消灯

読取りNG時の処理

読取り失敗時の処理

読取りOK LED点灯

読取りデータ出力

読取りOK時の処理

繰返し

読取り有効時間
経過か？ (※2)
形V400-R2シ リーズ
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通信プロ ト コル
本製品が読取ったデータ を上位機器に送信するには、 以下の2つの方式があ り ます。

■ 無手順方式(ノ ープロ ト コル方式)
本製品から上位機器にデータ を送信し て終了し ます。

■ ACK/NAK方式
本製品は、 上位機器にデータ を送信後、 上位機器からの応答を待ちます。

上位機器からACK(06H)1バイ ト を受信する と、正常終了を示すブザー音を鳴ら し てデー

タの送信を終了し ます。

上位機器からNAK(15H)1バイ ト を受信し た場合は、 データ を再送し ます。 あらかじめ設

定されている タ イムア ッ プ時間に達する と、 タ イムア ッ プのブザー音を鳴らすと と も

にデータの送信を終了し ます。

データ

終了

マルチコー ド リーダ 
形V400-R2シ リーズ

上位機器

データ 終了

マルチコー ド リーダ 
形V400-R2シ リーズ

上位機器

データ データ データ

マルチコー ド リーダ 
形V400-R2シ リーズ

上位機器
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第 3 章
操作の基礎知識
通信タ イ ミ ングチャー ト
ブザーやLEDの表示タ イ ミ ングについて説明し ます。

■ 読取りOKの場合(単発読取り)

時間 説明

T0
ト リ ガON時間です。 外部 ト リ ガは50ms以上ONし て く だ さい。

なお、 読取り時間は設定された 「 ト リ ガ有効時間」 で決ま り ます。

T2
読取り有効時間です。 (工場出荷時の設定は2秒、 変更可能)読取りOKの場合、 読取れた時点で

照明用LEDは消灯し、 読取り完了し ます。

T3
One-shot出力時間です。 出力時間は、 「One-shot出力時間」 の設定で決ま り ます。 (READ OK信

号の出力に関する設定がOne-shot方式の場合を記載し ています。 )

T4 ブザー、 表示LED点灯時間です。 (工場出荷時の設定は50ms、 表示LED200ms、 変更可能)

T5 通信時間です。 通信条件によ って変わり ます。

T6 ト リ ガ信号最小OFF時間です。 必ず5ms以上と って く だ さい。

･ 連続読取り、 複数読取りの場合は、 ト リ ガから読取り有効時間の間、 常に照明光を発光し ていま

す。 それ以外のT0～T4の考え方は、 単発読取りの場合と同じ です。

･ 通信時間の考え方

T0

T2

T3

T4

T6

T5

ト リ ガ入力

照明光発光

読取り動作

READ OK信号

LED

通信

READ OK信号の出力に関する設定がOne-shot方式の場合を記載し ています。

通信時間(ms)=
(データ長)＋(パリ テ ィ あ りの時)＋(ス ト ッ プビ ッ ト 数)

(通信速度)
× (通信データの桁数＋ヘ ッ ダ文字数

＋フ ッ タ文字数)×103
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル
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第 3 章
操作の基礎知識
■ 読取りNGの場合(単発読取り)

(※) 　 READ NG信号は 「ラベル登録に関する設定」 (p.91)の登録ラベル以外のコー ド を読んだ と きに出力され 

ます。

READ NG信号を出力するには、 ラベル登録をおこ ないます。 

ラベル登録に関する設定 (p.91)

時間 説明

T0
ト リ ガON時間です。 外部 ト リ ガは50ms以上ONし て く だ さい。

こ こ では読取り時間が 「 ト リ ガ と連動」 の場合を記載し ています。

T2

読取り有効時間です。 (工場出荷時の設定は2秒、 変更可能)

「 ト リ ガ と連動」 で読取りNGの場合、 外部 ト リ ガがOFFし た時点で照明用LEDは消灯し、 読取り

動作は終了し ます。

T3 エラー メ ッ セージあ りの場合、 表示LED点灯時間です。

T4
エラー メ ッ セージあ りの場合、 エラー メ ッ セージの送信時間です。 通信条件によ って変わり ま

す。

T5 ト リ ガ信号最小OFF時間です。 必ず5ms以上と って く だ さい。

･連続読取り、 複数読取りの場合は、 ト リ ガから読取り有効時間の間、 常に照明光を発光し ていま

す。 それ以外のT0～T4の考え方は、 単発読取りの場合と同じ です。

･通信時間の考え方

T5T0 T0

T2 T2

T3

T4 T4

T3

ト リ ガ入力

照明光発光

読取り動作

LED

通信

READ NG信号

（※）

READ OK信号の出力に関する設定が外部 ト リ ガ信号同期方式の場合を記載し ています。

READ NG信号は 「ラベル登録に関する設定」 (p.91)の登録ラベル以外のコー ド を読んだ と きに出力され

ます。

通信時間(ms)=
(データ長)＋(パリ テ ィ あ りの時)＋(ス ト ッ プビ ッ ト 数)

(通信速度)
× (通信データの桁数＋ヘ ッ ダ文字数

＋フ ッ タ文字数)×103
53
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第 3 章
操作の基礎知識
通信データ フ ォーマ ッ ト

本製品と上位機器の通信フ ォーマ ッ ト について説明し ます。

RS-232Cコマン ド による読取り ト リ ガの入力
読取り ト リ ガコ マン ド のフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

連続読取コマン ドのフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

連続読取停止コ マン ド のフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

(注) 　 存在し ないコ マン ド を受信し た場合、 ER+CR(ODH)を返し ます。

設定コマン ドの入力
読取り条件の設定コ マン ド を上位機器から送信できます。 フ ォーマ ッ ト は以下のと お

り です。

コ マン ド の詳細については、 第4章を参照し て く だ さい。

第4章(p.61)

コマン ド を入力

読取りデータ を出力

マルチコー ド リ ーダ 
形V400-R2シ リーズ

上位機器

STX
(02H)

Z ETX
(03H)

または

または

MEASURE CR
(0DH)

M CR
(0DH)

または

MEASURE /C CR
(0DH)

M /C CR
(0DH)

GC CR
(0DH)

または または

MEASURE /E CR
(0DH)

M /E CR
(0DH)

SC CR
(0DH)

または または

コマン ド
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル
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第 3 章
操作の基礎知識
読取り成功時のデータ出力フ ォーマ ッ ト
コー ドの読取り に成功する と、 以下のデータが上位機器に送信されます。

ヘ ッ ダ、 フ ッ タに関する設定 (p.100)、 桁数出力 (p.101)

(注) 　 MEASUREコマン ド、 MEASURE /Cコマン ド、 MEASURE /Eコマン ド およびその短縮形のコ  

マン ド で読取 ト リ ガ入力し た場合、 データ出力フ ォーマ ッ ト の前にOKを返し ます。

読取り失敗時の処理
読取り失敗時にどのよ う なエ ラー メ ッ セージを送信するかは設定によ り変わり ます。

読取り失敗時に関する設定 (p.85)

出力項目 説明 工場出荷時の設定

ヘ ッ ダ
送信キャ ラ ク タの先頭に付加する文字列です。

任意のキャ ラ ク タ を最大4文字まで設定できます。

な し

桁数

読取ったデータの桁数をASCII コー ド で出力し ます。

桁数出力するかど うかは下記よ り選択できます。

・ ｢バーコー ド: 2桁、 2次元コー ド: 6桁｣

・ ｢バーコー ド、 2次元コー ド共: 6桁｣

・ ｢な し｣

な し

フ ッ タ
送信データの末尾に付加する文字列です。

任意のキャ ラ ク タ を最大4 文字まで設定できます。

CR(0DH)

出力項目 説明 工場出荷時の設定

エラー メ ッ セージ - ラベル無し コー ドが視野内に存在し ないと きに返す メ ッ

セージです。

送信し ない

エラー メ ッ セージ - デコー ド失敗 コー ド を読取り できなかった と きに返す メ ッ

セージです。
送信し ない

ヘ ッ ダ 桁数 読取ったコー ドのデータ フ ッ タ
55
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第 3 章
操作の基礎知識
読取り コー ド種類ご とのデータ転送内容

読取り コー ド に関する詳細設定 (p.71)

読取り コー ド 説明

UPC-A 転送桁数調整用先頭キャ ラ ク タ 「0」 およびチ ェ ッ クデジ ッ ト C/Dの転

送の要否を選択できます。 ( 「0」 はC/Dと合わせてJAN/EAN-13と同桁

数に調整するための付加キャ ラ ク タ)

0 S X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 C/D

S: ナンバーシステムキャ ラ ク タ(X1～X10の各キャ ラ ク タの組合わせに

よ り自動決定)

UPC-E 転送桁数調整用先頭キャ ラ ク タ 「0」 およびチ ェ ッ クデジ ッ ト C/Dの転

送の要否を選択できます。 ( 「0」 はC/Dと合わせてJAN/EAN-13と同桁

数に調整するための付加キャ ラ ク タ)

0 S X1 X2 X3 X4 X5 X6 C/D

S: ナンバーシステムキャ ラ ク タ(X1～X10の各キャ ラ ク タの組合わせに

よ り自動決定)

JAN/EAN 読取りデータ(8桁または13桁)をそのまま転送し ます。

ITF、 Industrial2of5(STF) ス ター ト コー ドの次のキャ ラ ク タからス ト ッ プ コー ド前のキャ ラ ク タ

までを順に転送し ます。 (ス ター ト コー ド と ス ト ッ プ コー ドは転送し ま

せん。 )

Codebar(NW-7)、 CODE39 ス ター ト コー ド と ス ト ッ プ コー ドの転送要否を選択できます。

ス ター ト コー ド と ス ト ッ プ コー ドの転送を許可されている場合、 Code-
bar(NW-7)の転送ス ター ト /ス ト ッ プ コー ドは小文字 「a/b/c/d」 と大文

字 「A/B/C/D」 のいずれかを選択できます。

CODE39の転送ス ター ト /ス ト ッ プ コー ドは 「＊」 です。

GS1-128 GS1-128変換が有効の場合、 転送データの先頭にGS1-128を示す制御

キャ ラ ク タ 「]C1」 (ASCIIコー ド: 5D、 43、 31)を付加し ます。 また、 区

切り文字と し てのFNC1キャ ラ ク タ をGS(ASCIIコー ド: 1DH)キャ ラ ク タ

に置換えて転送し ます。

2次元コー ド 読取りデータのみを転送し ます。

上位機器との通信について

本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行って く だ さい。

また、 本製品の起動時は上位イ ン ターフ ェースから不定な信号が出る可能性があ り ますので、 初期

動作時はご使用機器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く だ さい。
形V400-R2シ リーズ
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第 3 章
操作の基礎知識
コー ド条件テ ィ ーチング機能

コー ド 条件テ ィ ーチング とは、 指定し たコー ド 種類を読み取るためのパラ メ ー タ を記憶させ

る こ と をいいます。 指定し たコー ドのみの読み取り を行う 場合に使用し ます。

本節ではコー ド 条件テ ィ ーチング機能およびコー ド 条件テ ィ ーチング解除機能について説明

し ます。

コー ド条件テ ィ ーチングでは、実際の運用環境にて読み取り を実施し、読み取り成功時にコー

ド条件 （コー ド種類、 セルサイズ） を算出し ます。

コー ド条件に関するパラ メ ータは下記設定方法にて入力する こ とができます。

コー ド条件テ ィ ーチング処理
コー ド条件テ ィ ーチングの方法は以下の2つがあ り ます。状況に合わせて選択し て く だ

さい。

パラ メ ータ 説明 設定方法

コー ド種類 読み取る コー ドの種類を設定し ます。 ･ コー ド条件テ ィ ーチング

･ 読み取り許可禁止設定コマン ド

･ メ ニューシー ト

セルサイズ 読み取る コー ドのセルサイズを設定し ま

す。

2次元コー ドの1セルの幅と な り ます。

･ コー ド条件テ ィ ーチング

設定方法 説明

ボタ ンによる

コー ド条件

テ ィ ーチング

本体のスキャ ンボタ ンを5秒以上押し続ける方法です。

コー ド条件テ ィ ーチング処理が完了する と、 最後に設定 ・ 読み出しが行われたバン ク

へ設定が自動保存されます。 バン クデータの設定 ・ 読み出しが行われていない場合は、

バン クへの設定は行われません。

コ マン ド による

コー ド条件

テ ィ ーチング

上位機器から コ マン ド を入力する方法です。

コ マン ド による コー ド条件テ ィ ーチングでは、 設定は自動保存されません。 コー ド条

件テ ィ ーチングを行った後にバン ク制御コ マン ド で設定 ・ 保存を実行し て く だ さい。

メ ニューシー ト による コー ド条件テ ィ ーチングはできません。
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第 3 章
操作の基礎知識
ボタ ンによる コー ド条件テ ィ ーチング
本製品本体のスキャ ンボタ ンを5秒間押し続ける と、 コー ド条件テ ィ ーチング処理が開

始されます。 コー ド 条件テ ィ ーチング処理が完了する と、 カ レ ン ト バン クへ設定が自

動保存されます。 カ レ ン ト バン ク とは、 最後に設定 ・ 読み出し を行ったバン クのこ と

を言います。 一度もバン クデータの設定 ・ 読み出し を行っ ていない場合、 テ ィ ーチン

グ結果はバン クに保存されません。

バン ク機能(p.60)

ボタ ンによる コー ド条件テ ィ ーチングフ ローは以下のとお り です。

※: 読取り確認LED、 ブザーの鳴動は、 それぞれREAD OK LEDに関する設定、 ブザーに関する設定に従います。

･ コー ド条件テ ィ ーチング処理は読取り確認LED （緑） が5回点滅し たら開始し ます。

･ コー ド条件テ ィ ーチング処理が開始し てから、 運用時と同じ読取り位置にコー ド を設置し て く だ

さい。 読取り位置が変わる と、 セルサイズが正し く 設定できないこ とがあ り ます。

スキャ ンボタ ンON

読取り成功か?

メ ニュー

処理

テ ィ ーチング解除

（p.59参照）

読取り確認

LED （緑） 点灯

／ブザー (※）

終了

テ ィ ーチング
成功か？

ボタ ンON
5秒経過か？

読取結果

出力

メ ニューシー ト か?

読取り確認

LED （緑）

5回点滅

動作領域の

コー ド条件を退避

テ ィ ーチング専用

計測動作

読取り確認

LED （赤） 点灯

／BADブザー

退避し ておいた

コー ド条件に戻す

カレン ト バンク

【設定】

カレン ト バンク

【保存】

保存完了

ブザー

読取り確認

LED(緑/赤)消灯

この間

読取り確認

LED （緑）

点滅
形V400-R2シ リーズ
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第 3 章
操作の基礎知識
コー ド条件テ ィ ーチング解除
コー ド 条件テ ィ ーチング機能使用中は、 テ ィ ーチング し たコー ド 種類以外のコー ド を

読むこ とができません。 コー ド 条件テ ィ ーチングを解除する こ と で、 読み取り コー ド

種類を、 工場出荷時の状態に戻すこ とができます。

コ マン ド の詳細については、 第4章を参照し て く だ さい。

コー ド 条件テ ィ ーチングに関する設定(p.92)

コマン ド による コー ド条件テ ィ ーチング
コ マン ド による コー ド 条件テ ィ ーチングフ ローは以下のとお り です。

※: 読取り確認LED、 ブザーの鳴動は、 それぞれREAD OK LEDに関する設定、 ブザーに関する設定に従います。

テ ィ ーチングコマン ド

動作領域の

コー ド条件を退避

テ ィ ーチング解除

テ ィ ーチング専用計測動作

テ ィ ーチング
成功か？

読取り確認LED (赤) 点灯／

BADブザー
読取り確認LED (緑) 点灯／

ブザー (※)

レスポンスOK<CR>

レスポンスNG<CR>

退避し ておいた

コー ド条件に戻す

読取り確認LED (緑/赤) 消灯

この間

読取り確認

LED (緑) 点滅

終了
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第 3 章
操作の基礎知識
バン ク機能

本製品には内部に16個のバン クがあ り、 16種類のバン クパラ メ ータ情報を保存する こ とがで

きます。

各バン クに対し て読み出し、 設定、 無効化、 状態確認、 保存の制御が行えます。

また、 起動時に読み出すバン ク を設定する こ と も可能です。

バン ク制御コ マン ド について説明し ます。

※: バン ク制御パラ メ ータはコ マン ドの引数と し て指定し ます。

バン ク機能に関する設定(p.93)

コ マン ド名 （バン ク制御

パラ メ ータ） (※)
説明

読み出し(c=0) 指定し たバン クから、 撮影条件やコー ド条件を含む読み取り条件パラ メ ータ を動作領

域に読み込みます。

バン クパラ メ ータが無効状態のと きは、 上位機器に下記を返し ます。

## UNSET<CR> (##はバン ク番号)

設定(c=1) 動作領域内の読み取り条件パラ メ ータ を指定し たバン クに設定し ます。 このと き、 バ

ン クパラ メ ータが有効状態にな り ます。

無効化(c=2) 指定し たバン クのバン クパラ メ ータ を無効状態にし ます。

状態確認(c=4) 指定し たバン クのバン クパラ メ ータの状態を上位機器へ返し ます。 無効状態のと き0、

有効状態のと き1を返し ます。

保存(c=5) 指定し たバン クのバン クパラ メ ータ を不揮発性メ モ リ に保存し ます。

RAM

動作領域

読み取り

条件

パラ メ ータ

読み出し

状態確認

無効化

設定

バン ク1

バン ク2

バン ク3

バン ク16

・

・

・

起動時

ロー ド

保存

不揮発性メ モ リ

バン ク

保存領域
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メ ニューシー ト を使った設定方法と、 上位機器から コ マン ド を入力し て設定

する方法について説明し ます。
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61
形V400-R2シ リーズ

ユーザーズマニュ アル



62

第
 4

 章
メ

ニ
ュ

ー
シ

ー
ト

/
コ

マ
ン

ド
の

使
い

方

第 4 章
設定方法
メ ニューシー ト /コマン ドの使い方

本製品の設定方法は以下の2つがあ り ます。 状況に合わせて選択し て く だ さい。

メ ニューシー ト を読取らせる
メ ニューシー ト とは、 本製品の機能を設定する と きに使用する特殊な コー ド です。

このメ ニューシー ト を読取らせる こ とによ り、 設定を変更する こ とができます。

1. 設定開始/終了のメ ニューシー ト 「ZZ」 を読取らせます

連続ブザー音が鳴り、 設定モー ド に入り ます

2. 工場出荷時の設定に戻す メ ニューシー ト 「U2」 を読取らせます

3. 設定を変更し たい項目のメ ニューシー ト を読取らせます

メ ニューシー ト /コマン ド一覧 p.64

4. 設定を終了する と きは、も う一度設定開始/終了のメ ニューシー ト 「ZZ」を読取らせます

ブザー音が消え、 通常のモー ド に戻り ます

設定方法 説明

メ ニューシー ト を読取らせる 設定したい機能のメ ニューシー ト を読取らせる方法です。

初回の設定時やテス ト 時に便利です。

上位機器から コマン ド を入力する 上位機器から コマン ド を入力する方法です。

コー ドの種類に合わせて段取り替えする と きなどに便利です。

_ZZ_

_U2_

_ZZ_
形V400-R2シ リーズ
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設定方法
■ メ ニューシー ト の作成方法
メ ニューシー ト はCODE39のコー ド体系を利用し ています。 ただ し、 ス ター ト コー ド と

ス ト ッ プ コー ド をスペース記号に し た特殊なコー ド を採用し ています。 (通常は 「＊」 )

以下の方法で、 市販のコー ド 作成ソ フ ト ウ ェ アを使っ て メ ニューシー ト を作成する こ

と もできます。

例: 「A3」 とい う メ ニューシー ト を作成する場合、 

「＊ 　 A3 　 ＊」 を作成しハサ ミ で 「＊」 の部分を削除すれば、「A3」 のメ ニューシー ト ができあがり ます。

上位機器から コマン ド を入力する

「(上位機器から コマン ド を入力する(p.43)」 を参照し て く だ さい。

*_A3_*
切取る切取る
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設定方法
メ ニューシー ト /コマン ド一覧

以下のグループに分類し て記載し ています。 該当するページを参照し て く だ さい。

設定項目 参照

メ ニューシー ト による設定開始 ・ 終了 p.65

不揮発メ モ リ に設定内容を書込む p.65

外部 ト リ ガ信号に関する設定 p.65

工場出荷時の設定に戻す p.66

読取り許可 ・ 禁止の設定 p.68

読取り コー ド に関する詳細設定 p.71

反転コー ドの設定 p.77

読取り一致回数に関する設定 p.78

読取り動作に関する設定 p.79

スキャ ンモー ド に関する設定 p.80

読取り有効時間に関する設定 p.81

複数読取り リ セ ッ ト 時間に関する設定 p.83

読取り失敗時に関する設定 p.85

読取り桁数に関する設定 p.86

READ OK LEDに関する設定 p.87

ブザーに関する設定 p.87

READ OK信号の出力に関する設定 p.89

コー ド条件テ ィ ーチングに関する設定 p.92

バン ク機能に関する設定 p.93

ラベル登録に関する設定 p.91

通信条件に関する設定 p.97

通信プロ ト コルに関する設定 p.99

ヘ ッ ダ、 フ ッ タに関する設定 p.100

桁数出力 p.101

直接コー ド指定 p.102
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メ ニューシー ト による設定開始 ・ 終了
メ ニューシー ト を使っ て設定する と きは、 設定開始時と終了時にこのメ ニューシー ト

を読取らせて く だ さい。

不揮発メ モ リ に設定内容を書込む
上位機器から コ マン ド を入力し て条件を設定し た場合は、 必ず不揮発メ モ リ に設定内

容を書込んで く だ さい。 書込みせずに電源を切る と、 設定内容が消えて し まいます。

外部 ト リ ガ信号に関する設定
外部 ト リ ガ信号の正論理 ・ 負論理を選択し ます。

メ ニューシー ト コマン ド

メ ニューシー ト による設定開始/終了

_ZZ_
な し

メ ニューシー ト コマン ド

コ マン ド で設定し た内容を不揮発メ モ リ に書込む

(メ ニューシー ト な し)

Z2

メ ニューシー ト コマン ド

外部 ト リ ガ信号 　 正論理(Hアク テ ィ ブ)

_YA_
YA

外部 ト リ ガ信号 　 負論理(Lアク テ ィ ブ)(工場出荷時の設定)

_YB_
YB
65
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設定方法
工場出荷時の設定に戻す

工場出荷時の設定

メ ニューシー ト コマン ド

工場出荷時の設定に戻す

_U2_
U2

項目 設定内容

読取り できる コー ドの種類 JAN/UPC(A、 E)/EAN(13、 8)、 CODE39、 Codabar(NW-7)、

Industrial2of5(STF)、 ITF、 CODE128、 CODE93、 DataMatrix(ECC200)、

QR Code、 Micro QR Code、 PDF417、 GS1 DataBar(RSS)

詳細条件 UPC/EAN詳細設定 UPC-A: 先頭0な し C/Dを転送する

UPC-E: 先頭0な し C/Dを転送する

EAN-13: C/Dを転送する

EAN-8: C/Dを転送する

CODE39詳細設定 C/Dを計算し ない

C/Dを転送する

ST/SPを転送し ない

Codabar(NW-7) 

詳細設定

C/Dを計算し ない

C/Dを転送する

ST/SPを転送し ない

最小5桁のデータキャ ラ ク タ

Industrial2of5(STF) 

詳細設定

C/Dを計算し ない

C/Dを転送する

Code93詳細設定 C/Dを転送する

GS1-Databar(RSS) 

詳細設定

C/Dを転送する

GS1-128(EAN128) 

詳細設定

FNC1→GS変換を し ない

読取り条件 読取方式 

（常時読取/ ト リガ読取）

ト リ ガ読取

反転コー ド 黒コー ドのみ

読取照合回数 1回

読取り動作 単発読取り

読取り失敗時 何も送信し ない

読取り桁数 指定な し

読取り有効時間 2秒

複数読取り リ セ ッ ト 時間 8フ レーム

バン ク関連 

情報

カ レン ト バン ク 0 （バン クデータ を設定 ・ 読み出し ていない）

起動時バン ク 0 （起動時にどのバン クから も読み出さ ない）

バン クパラ メ ータの 

状態

無効状態

LED READ OK LED点灯時間: 200ms

ブザー ブザーを有効にする

単音ブザー

ブザー鳴動時間: 50ms

ブザー音量: 最大

外部 ト リ ガ信号 負論理 （Lアク テ ィ ブ）

READ OK/NG

信号の出力

信号出力 信号出力する

信号出力方式 外部 ト リ ガ同期方式 （正論理、 Hアク テ ィ ブ）
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ラベル登録 な し

通信条件 通信速度 9600bps

データ長 8ビ ッ ト

パリ テ ィ な し

ス ト ッ プビ ッ ト 1ビ ッ ト

ヘ ッ ダ な し

フ ッ タ CR

桁数出力 な し

RS/CS制御 な し （ノ ープロ ト コル方式）

CS待ち時間 無制限

ACK/NCK待ち時間 無制限

項目 設定内容
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読取り許可 ・ 禁止の設定
読取り対象と なる コー ドの種類を選択し ます。

読取りの信頼性を高めるため、 読取り対象と な ら ないものは読取り禁止に し て使用 く

だ さい。

メ ニューシー ト コマン ド

ア ド オンを除 く 全コー ド(工場出荷時の設定)

_A0_
A0

全バーコー ド読取り許可

_BCM_
[BCM

全2次元コー ド読取り許可

_BCN_
[BCN

全て禁止

_B0_
B0

UPC読取り許可

_R1_
R1

UPCア ド オン2桁許可

_R2_
R2

UPCア ド オン5桁許可

_R3_
R3

JAN/EAN読取り許可

_R4_
R4

EANア ド オン2桁許可

_R5_
R5

EANア ド オン5桁許可

_R6_
R6
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設定方法
CODE39読取り許可

_B2_
B2

Cadabar(NW-7)読取り許可

_B3_
B3

Industrial2of5(STF)読取り許可

_R7_
R7

ITF読取り許可

_R8_
R8

CODE128読取り許可

_B6_
B6

CODE93読取り許可

_B5_
B5

GS1 Databar(RSS-14)読み取り許可

_JX_
JX

GS1 DataBar(RSS-Limited)読取り許可

_JY_
JY

GS1 DataBar(RSS-Expanded)読取り許可

_DR_
DR

GS1 DataBar Composite許可

_BHE_
[BHE

DataMatrix(ECC200)読取り許可

_BCC_
[BCC

メ ニューシー ト コマン ド
69
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設定方法
QRコー ド読取り許可

_BCD_
[BCD

Micro QRコー ド読取り許可

_D2U_
[D2U

PDF417読取り許可

_BCF_
[BCF

MicroPDF417許可

_BCG_
[BCG

AztecCode許可

_BCH_
[BCH

MaxiCode許可

_BCE_
[BCE

Codablock-F許可

_D4P_
[D4P

メ ニューシー ト コマン ド
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読取り コー ド に関する詳細設定
チ ェ ッ クデジ ッ ト (C/D)を使用するかど うか、ス ター ト コー ド ・ス ト ッ プ コー ド (ST/SP)

を送信するかど うかなど、 読取り コー ドの詳細に関する条件を設定し ます。

UPC-A

UPC-E

メ ニューシー ト コマン ド

先頭0な し C/Dを転送する(工場出荷時の設定)

_E3_
E3

先頭0な し C/Dを転送し ない

_E5_
E5

先頭0あ り C/Dを転送する

_E2_
E2

先頭0あ り C/Dを転送し ない

_E4_
E4

メ ニューシー ト コマン ド

先頭0な し C/Dを転送する(工場出荷時の設定)

_E7_
E7

先頭0な し C/Dを転送し ない

_E9_
E9

先頭0あ り C/Dを転送する

_E6_
E6

先頭0あ り C/Dを転送し ない

_E8_
E8
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設定方法
EAN-13

EAN-8

CODE39

メ ニューシー ト コマン ド

C/Dを転送する(工場出荷時の設定)

_6K_
6K

C/Dを転送し ない

_6J_
6J

メ ニューシー ト コマン ド

C/Dを転送する(工場出荷時の設定)

_6I_
6I

C/Dを転送し ない

_6H_
6H

メ ニューシー ト コマン ド

C/Dを計算し ない(工場出荷時の設定)

_C1_
C1

C/Dを計算する

_C0_
C0

C/Dを転送する(工場出荷時の設定)

_D9_
D9

C/Dを転送し ない

_D8_
D8

ST/SPを転送する

_D0_
D0
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Codabar(NW-7)

ST/SPを転送し ない(工場出荷時の設定)

_D1_
D1

メ ニューシー ト コマン ド

C/Dを計算し ない(工場出荷時の設定)

_H7_
H7

C/Dを計算する

_H6_
H6

C/Dを転送する(工場出荷時の設定)

_H8_
H8

C/Dを転送し ない

_H9_
H9

ST/SPを転送し ない(工場出荷時の設定)

_F0_
F0

ST/SP: ABCD/ABCD

_F3_
F3

ST/SP: abcd/abcd

_F4_
F4

ST/SP: ABCD/TN*E

_F1_
F1

ST/SP: abcd/tn*e

_F2_
F2

メ ニューシー ト コマン ド
73
形V400-R2シ リーズ

ユーザーズマニュ アル



74

第
 4

 章
メ

ニ
ュ

ー
シ

ー
ト

/
コ

マ
ン

ド
一

覧

第 4 章
設定方法
Industrial2of5(STF)

ST/SP: <DC1><DC2><DC3><DC4>/<DC1><DC2><DC3><DC4>

_HJ_
HJ

最小1桁のデータキャ ラ ク タ

_HC_
HC

最小3桁のデータキャ ラ ク タ

_HB_
HB

最小5桁のデータキャ ラ ク タ

_HF_
HF

メ ニューシー ト コマン ド

C/Dを計算し ない(工場出荷時の設定)

_G0_
G0

C/Dを計算する

_G1_
G1

C/Dを転送する(工場出荷時の設定)

_E0_
E0

C/Dを転送し ない

_E1_
E1

最小1桁のデータキャ ラ ク タ

_GE_
GE

最小3桁のデータキャ ラ ク タ

_GF_
GF

メ ニューシー ト コマン ド
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GS1-128(EAN-128)

GS1-Databar(RSS)詳細設定

■ DataMatrix詳細設定
DataMatrixコー ド読取時における コー ド領域を探索する方法を変更できます。

コー ド切り出し モー ド 1 ： クワイエ ッ ト ゾーンを も とにコー ド領域を探索し ます。

コー ド切り出し モー ド 2 ： L字パターンを も とにコー ド領域を探索し ます。

上位機器からのコ マン ド フ ォーマ ッ ト ：

上位機器からのコー ド切り出し モー ド設定コ マン ドのフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

最小5桁のデータキャ ラ ク タ

_GI_
GI

メ ニューシー ト コマン ド

GS1変換を無効にする(工場出荷時の設定)

_X/0_
[X/0

GS1変換を有効にする

_X/4_
[X/4

メ ニューシー ト コマン ド

CDを転送し ない

_DM_
DM

※CDを転送する

_DL_
DL

名称 説明

コー ド切り出し設定コ マン ド [DGY

パラ メ ータa 0:コー ド切り出し モー ド1

1:コー ド切り出し モー ド2 （工場出荷時の設定）

メ ニューシー ト コマン ド

[
(5BH)

D
(44H)

G
(47H)

Y
(59H)

Q
(51H)

ESC
(1BH)

CR
(0DH)

a
-
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メ ニューシー ト 例 ：

コー ド切り出し モー ド をモー ド1に変更し ます。

メ ニューシー ト コマン ド

コー ド切り出し設定

_DGY_
[DGY

設定開始(ZZ)

コー ド切り出し設定(DGY)

パラ メ ータaを0に設定(Q0)

設定終了(ZZ)
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反転コー ドの設定
通常、 コー ドは白地に黒で印刷されますが、 黒地に白の場合もあ り ます。

白地に黒は通常(正転)コー ド 、 黒地に白は反転コー ド といいます。

｢反転コー ド ｣オプシ ョ ンを選択し た場合、 反転コー ド を読取れます。

メ ニューシー ト コマン ド

通常(正転)コー ド(工場出荷時の設定)

_V2_
V2

通常(正転)および反転コー ド

_V4_
V4

反転コー ド

_V3_
V3

_V2_

_V4_
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読取り一致回数に関する設定
設定 さ れた一致回数だけ読取 り 結果が一致すれば、 読取 り 結果を RS-232C イ ン タ

フ ェ ースに出力し ます。

照合方式は、 AND照合(連続一致方式)です。 (変更不可)

メ ニューシー ト コマン ド

読取り回数1回 照合0回

_X0_
X0

読取り回数2回 照合1回(工場出荷時の設定)

_X1_
X1

読取り回数3回 照合2回

_X2_
X2

読取り回数4回 照合3回

_X3_
X3

読取り回数5回 照合4回

_BS_
BS

読取り回数6回 照合5回

_BT_
BT
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読取り動作に関する設定
読取り動作について設定し ます。

メ ニューシー ト コマン ド

単発読取り(工場出荷時の設定)

_S0_
S0

複数読取り

_S1_
S1

連続読取り

_S2_
S2
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スキャ ンモー ド に関する設定
コー ド を見つける と きの探索方法 （スキャ ンモー ド） を設定し ます。 コー ド を見つけ

られずに読み取り に失敗する際には、 スキャ ンモー ド を変更し て く だ さい。

モー ド1 ： 標準的な設定です。

モー ド2 ： よ り詳細に探索する設定です。 モー ド 1に比べ、 処理時間が増加する場合が

あ り ます。

■ 上位機器からのコ マン ド フ ォーマ ッ ト ：
上位機器からのスキャ ンモー ド設定コ マン ドのフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

メ ニューシー ト 例 ：

スキャ ンモー ド をスキャ ンモー ド2に変更し ます。

名称 説明

スキャ ンモー ド設定コ マン ド [DE9

パラ メ ータa 0 ： スキャ ンモー ド1 （工場出荷時の設定）

1 ： スキャ ンモー ド2

メ ニューシー ト コマン ド

スキャ ンモー ド設定

_DE9_
[DE9

[
(5BH)

D
(44H)

E
(45H)

9
(39H)

Q
(51H)

ESC
(1BH)

CR
(0DH)

a
-

設定開始(ZZ)

スキャ ンモー ド設定(DE9)

パラ メ ータaを1に設定(Q1)

設定終了(ZZ)
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設定方法
読取り有効時間に関する設定
ト リ ガ入力後、読取り を継続する時間を設定し ます。0秒の場合、外部 ト リ ガ と連動し、

外部 ト リ ガが入っている間 ト リ ガが有効にな り ます。

メ ニューシー ト コマン ド

0秒(外部 ト リ ガ と連動)

_Y0_
Y0

1秒

_Y1_
Y1

2秒(工場出荷時の設定)

_Y2_
Y2

3秒

_Y3_
Y3

4秒

_Y4_
Y4

5秒

_Y5_
Y5

6秒

_Y6_
Y6

7秒

_Y7_
Y7

8秒

_Y8_
Y8
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9秒

_Y9_
Y9

無限

_YM_
YM

メ ニューシー ト コマン ド
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複数読取り リ セ ッ ト 時間に関する設定
複数読取りが設定されている場合に有効にな り ます。

同じ コー ド を も う一度読取る前に、本製品を コー ドから離すべき フ レーム数(時間)を設

定し ます。

フ レームとは 

時間(ms)を言い換えたものです。 各フ レームの間隔は一定ではな く 、 コー ド によ り異な り ます。 無

限に設定し た場合、 ト リ ガが入力されている間、 次のコー ドは常に異なっている必要があ り ます。

メ ニューシー ト コマン ド

1フ レーム

_AH_
AH

2フ レーム

_AI_
AI

3フ レーム

_AJ_
AJ

4フ レーム

_AK_
AK

5フ レーム

_AL_
AL

6フ レーム

_AM_
AM

7フ レーム

_AN_
AN

(例)

フ レーム 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

時間(ms) 50 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000
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8フ レーム(工場出荷時の設定)

_E9H_
[E9H

9フ レーム

_E9I_
[E9I

10フ レーム

_E9J_
[E9J

11フ レーム

_E9K_
[E9K

無限

_AG_
AG

メ ニューシー ト コマン ド
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設定方法
読取り失敗時に関する設定
読取り失敗時の処理について設定し ます。

工場出荷時の設定は、 読取り失敗時に何も送信し ない設定と なっ ています。

■ エラー メ ッ セージ－ラベル無し
最大4桁の直接入力キャ ラ ク タが設定できます。 読取り時間中にコー ド (ラベル)が何も

検出されなかった場合、 これらのキャ ラ ク タが送信されます。

■ エラー メ ッ セージ－デコー ド失敗
最大 4 桁の直接入力キャ ラ ク タが読取られます。読取り時間中にコー ド(ラベル)が検出  

されたが何も読取れなかった場合、 これらのキャ ラ ク タが送信されます。

例: 以下の2例では 、 「ラベル無し」 で 「NL<CR>」 を、 「デコー ド失敗」 で 「ND<CR>」 メ ッ セージをそれぞ 

れ設定し ます。

･ コ マン ドのあとに直接入力キャ ラ ク タが何も読取られない場合、 エラー メ ッ セージは無効と され

ます。

･ コ マン ドのあとに直接入力キャ ラ ク タが何も読取られない場合、 エラー メ ッ セージは無効と され

ます。

メ ニューシー ト コマン ド

エラー メ ッ セージ－ラベル無し

_TH_
TH

設定開始(ZZ)

エラー － ラベル無し(TH)

N(0N)

L(0L)

<CR>(1M)

設定終了(ZZ/Z2)

設定開始(ZZ)

エラー － デコー ド失敗(TI)

N(0N)

D(0D)

<CR>(1M)

設定終了(ZZ/Z2)

読取り時間中にコー ド が何も検

出されなかった場合

読取 り 時間中に コ ー ド が検出

されたが、 何も読取れなかった

場合
85
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読取り桁数に関する設定
読取り桁数を固定する と、 固定された長さ ではないコー ド をすべて拒否できます。 読

取り桁数は2つまで設定できます。

部分読取り に対し て十分なセキュ リ テ ィ が備えられていない Interleaved 2of5 のよ う な   

コー ド に有効です。

コー ド を読取る こ と で固定する読取り桁数を設定できますが、 必要な長さのコー ド を

読取らせる必要があるため、 コ マン ド では読取り桁数を設定できません。

例: 以下に読取り桁数を固定する手順を説明し ます。

エラー メ ッ セージ－デコー ド失敗

_TI_
TI

エラー メ ッ セージを送信し ない(工場出荷時の設定)

_TG_
TG

･ 既知の長さのコー ド を読取る場合、 桁数固定に設定する こ と をお奨めし ます。

･ コー ド を読取る こ と で固定する読取り桁数を設定できますが、 「ST/SP を転送する 」 「ST/SP を   

転送し ない」 または 「CD を転送する」 「CD を転送し ない」 のよ う な読取り コー ド に関する詳細  

設定(p.71)によ って影響されません。

･ 読取り桁数の固定が、 WPC(JAN/EAN/UPC)のよ う な固定長コー ド に影響を与える こ とはあ り ませ

ん。

メ ニューシー ト コマン ド

全コー ドの桁数固定OFF(工場出荷時の設定)

_H0_
H0

全コー ドの桁数固定ON

_H1_
な し

メ ニューシー ト コマン ド

設定開始(ZZ)

桁数固定ON(H1)

必要な長さ を持つ1つ目のコー ド を読取る

必要な長さ を持つ2つ目のコー ド を読取る

設定終了(ZZ)
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READ OK LEDに関する設定
READ OK LEDの無効、 点灯時間を設定し ます。 読取り成功時にREAD OK LEDが点灯し

ます。

ブザーに関する設定
ブザーの有効/無効、 種類、 鳴動時間、 音量を設定し ます。 読取り成功時にブザーが鳴

り ます。

メ ニューシー ト コマン ド

READ OK LED点灯を無効にする

_T4_
T4

READ OK LED点灯時間200ms(工場出荷時の設定)

_T5_
T5

READ OK LED点灯時間400ms

_T6_
T6

READ OK LED点灯時間800ms

_T7_
T7

メ ニューシー ト コマン ド

ブザーを無効にする

_W0_
W0

ブザーを有効にする(工場出荷時の設定)

_W8_
W8

単音ブザー (工場出荷時の設定)

_W1_
W1
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高－低ブザー

_W2_
W2

高－高ブザー

_W3_
W3

ブザー鳴動時間50ms(工場出荷時の設定)

_W7_
W7

ブザー鳴動時間100ms

_W4_
W4

ブザー鳴動時間200ms

_W5_
W5

ブザー鳴動時間400ms

_W6_
W6

ブザー音量: 最大(工場出荷時の設定)

_T0_
T0

ブザー音量: 大

_T1_
T1

ブザー音量: 中

_T2_
T2

ブザー音量: 小

_T3_
T3

メ ニューシー ト コマン ド
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READ OK信号の出力に関する設定
READ OK信号に読取り成功を出力し たい場合は、 出力方式や時間などの条件を設定し 

たあと、 ｢信号出力する(X*Q)｣に設定し て く だ さい。

READ NG信号は 「ラベル登録に関する設定」 (p.91)の登録ラベル以外のコー ド を読んだ 

と きに出力されます。

メ ニューシー ト コマン ド

信号出力する(工場出荷時の設定)

_X*Q_
[X*Q

信号出力し ない

_X*R_
[X*R

外部 ト リ ガ信号同期方式(正論理、 Hアク テ ィ ブ)(工場出荷時の設定)

_X*C_
[X*C

外部 ト リ ガ信号同期方式(負論理、 Lア ク テ ィ ブ)

_X*D_
[X*D

One-Shot方式(正論理、 Hア ク テ ィ ブ)

_X*E_
[X*E

One-Shot方式(負論理、 Lアク テ ィ ブ)

_X*F_
[X*F

One-Shot時間: 10ms

_X*G_
[X*G

One-Shot時間: 20ms

_X*H_
[X*H

One-Shot時間: 30ms

_X*I_
[X*I
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One-Shot時間: 40ms

_X*J_
[X*J

One-Shot時間: 50ms

_X*K_
[X*K

One-Shot時間: 60ms

_X*L_
[X*L

One-Shot時間: 70ms

_X*M_
[X*M

One-Shot時間: 80ms

_X*N_
[X*N

One-Shot時間: 90ms

_X*O_
[X*O

One-Shot時間: 100ms

_X*P_
[X*P

メ ニューシー ト コマン ド
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ラベル登録に関する設定
あ らかじ めOK と し たいデー タ を本製品内に登録し ておき、 登録し た ものと一致する

コー ド を読取った場合、 OK信号を出力し、 一致し ないコー ド を読取った場合、 NG信号

を出力する機能です。

コー ドは最大5種類まで登録できます。

例: 以下にラベル登録の手順を説明し ます。

ラベル登録を解除する際は、 ラベル登録処理で何も ラベルを読み取らせず設定終了し

て く だ さい。

１ つのデータ で最大123バイ ト 、 全体で250バイ ト まで登録できます。

メ ニューシー ト コマン ド

ラベル登録する

_+9_
+9

設定開始(ZZ)

ラベル登録(+9)

登録し たい1つ目のラベルを読取る

登録し たい2つ目のラベルを読取る

登録し たい5つ目のラベルを読取る

設定終了(ZZ)
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コー ド条件テ ィ ーチングに関する設定
特定のコー ドのみを安定し て読み取る機能です。

■ 上位機器からのコ マン ド フ ォーマ ッ ト ：
上位機器からのコー ド 条件テ ィ ーチング開始コ マン ド のフ ォーマ ッ ト は以下のと お り

です。

テ ィ ーチング成功のと き、 OK+CR(0DH)を返し ます。

テ ィ ーチング失敗のと き、 NG+CR(0DH)を返し ます。

上位機器からのコー ド 条件テ ィ ーチング解除コ マン ド のフ ォーマ ッ ト は以下のと お り

です。

レスポンスはあ り ません。

メ ニューシー ト コマン ド

コー ド条件テ ィ ーチング開始

(メ ニューシー ト な し)

[DGM

コー ド条件テ ィ ーチング解除

_dgn_
[DGN

[ D G MESC CR
(5BH) (44H) (47H) (4DH)(1BH) (0DH)

[ D G NESC CR
(5BH) (44H) (47H) (4EH)(1BH) (0DH)
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設定方法
バン ク機能に関する設定

■ 上位機器からのコ マン ド フ ォーマ ッ ト ：
上位機器からのバン ク制御コ マン ド のフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

･バン ク制御パラ メ ータの説明は、 「バン ク機能(p.60)」 を参照し て く だ さい。

･バン ク制御パラ メ ータが1 （設定）、 2 （無効化）、 5 （保存） のと き、 レスポンスはあ  

り ません。

･バン ク制御パラ メ ータが0 （読み出し） のと き 

バン クパラ メ ータが有効状態の場合 

　 レスポンスはあ り ません。 

バン クパラ メ ータが無効状態の場合 

　 ## UNSET+CR(0DH) 　 (##はバン ク番号)を返し ます。 

･バン ク制御パラ メ ータが4 （状態確認） のと き 

n+CR(0DH) （n ： 状態、 0 ： 無効状態、 1 ： 有効状態） 

を返し ます。

メ ニューシー ト 例 ：

バン ク番号1のバン クパラ メ ータ を読み出し ます。

名称 説明

バン ク制御コマン ド [DFC

バン ク番号a バン ク番号nn=10a+b

nn=01～16バン ク番号b

バン ク制御パラ メ ータc 0 ： 読み出し

1 ： 設定

2 ： 無効化

4 ： 状態確認

5 ： 保存

[
(5BH)

D
(44H)

F
(46H)

C
(43H)

Q
(51H)

ESC
(1BH)

Q
(51H)

Q
(51H)

CR
(0DH)

b
-

a
-

c
-

設定開始(ZZ)

バン ク制御(DFC)

バン ク番号aを0に設定 (Q0)

バン ク番号bを1に設定 (Q1)

バン ク制御パラ メ ータcを0に設定(Q0)

設定終了(ZZ)
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カ レン ト バン ク確認コマン ド
最後に設定 ・ 読み出し を行ったバン クのこ と を カ レン ト バン ク といいます。

上位機器からのカ レン ト バン ク確認コ マン ドのフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

･最後に設定 ・ 読み出し たバン クnn+CR(0DH) （nn=01～16） を返し ます。

･起動後バン クデータの設定・読み出し を行っ ていない場合は、00+CR(0DH)を返し ます。

メ ニューシー ト コマン ド

バン ク制御

_DFC_
[DFC

[ D G QESC CR
(5BH) (44H) (47H) (51H)(1BH) (0DH)
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起動時バン ク設定コマン ド

■ 上位機器からのコ マン ド フ ォーマ ッ ト ：
上位機器からの起動時バン ク設定コ マン ド のフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

レスポンスはあ り ません。

メ ニューシー ト 例 ：

起動時にバン ク1から読み出し ます。

名称 説明

起動時バン ク設定コマン ド [DGR

バン ク番号a バン ク番号nn=10a+b

nn=00 ： どのバン クから も読み出さ ない。

nn=01～16 ： 起動時にバン クnnから読み出す。

(工場出荷時の設定はnn=00)

バン ク番号b

メ ニューシー ト コマン ド

起動時バン ク設定

_DGR_
[DGR

起動時バン クに設定し たバン クが読み出し できない状態の場合は、 起動時にいずれのバン クから

も読み出し を行いません。

[
(5BH)

D
(44H)

G
(47H)

R
(52H)

Q
(51H)

ESC
(1BH)

Q
(51H)

CR
(0DH)

b
-

a
-

設定開始(ZZ)

起動時バン ク設定(DGR)

バン ク番号aを0に設定 (Q0)

バン ク番号bを1に設定 (Q1)

設定終了(ZZ)
95
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起動時バン ク確認コマン ド
上位機器からの起動時バン ク確認コ マン ド のフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

･起動時バン クnn+CR(0DH) （nn=01～16） を返し ます。

･起動後バン クデータの読み出し を行っ ていない場合は、 00+CR(0DH)を返し ます。

[ D G RESC CR
(5BH) (44H) (47H) (52H)(1BH) (0DH)
形V400-R2シ リーズ
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通信条件に関する設定
こ こ での設定は、 設定終了 「ZZ」 のメ ニューシー ト を読取らせるか、 設定保存コ マン

ド 「Z2」 を送信し て再起動し ないと、 確定されません。

メ ニューシー ト コマン ド

通信速度: 300bps

_K1_
K1

通信速度: 600bps

_K2_
K2

通信速度: 1200bps

_K3_
K3

通信速度: 2400bps

_K4_
K4

通信速度: 4800bps

_K5_
K5

通信速度: 9600bps(工場出荷時の設定)

_K6_
K6

通信速度: 19200bps

_K7_
K7

通信速度: 38400bps

_K8_
K8

通信速度: 57600bps

_K9_
K9

通信速度: 115200bps

_SZ_
SZ
97
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データ長: 7ビ ッ ト

_L0_
L0

データ長: 8ビ ッ ト (工場出荷時の設定)

_L1_
L1

パリ テ ィ : な し(工場出荷時の設定)

_L2_
L2

パリ テ ィ : 偶数

_L3_
L3

パリ テ ィ : 奇数

_L4_
L4

ス ト ッ プビ ッ ト : 1ビ ッ ト (工場出荷時の設定)

_L5_
L5

ス ト ッ プビ ッ ト : 2ビ ッ ト

_L6_
L6

メ ニューシー ト コマン ド
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル



第
 4

 章
メ

ニ
ュ

ー
シ

ー
ト

/
コ

マ
ン

ド
一

覧
第 4 章

設定方法
通信プロ ト コルに関する設定

メ ニューシー ト コマン ド

通信プロ ト コル: ノ ープロ ト コル方式(工場出荷時の設定)

_P0_
P0

通信プロ ト コル: RS/CS制御あ り(Ready/Busy方式)

_P1_
P1

通信プロ ト コル: ACK/NAK方式

_P3_
P3

CS待ち時間: 無制限(工場出荷時の設定)

_I0_
I0

CS待ち時間: 100ms

_I1_
I1

CS待ち時間: 200ms

_I2_
I2

CS待ち時間: 400ms

_I3_
I3
99
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ヘ ッ ダ、 フ ッ タに関する設定
最大4桁の直接入力のヘ ッ ダ、 フ ッ タ を設定できます。

メ ニューシー ト コマン ド

ヘ ッ ダを設定する

_MZ_
MZ

フ ッ タ を設定する

_PS_
PS
形V400-R2シ リーズ
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桁数出力
データ出力フ ォーマ ッ ト に桁数を出力するかど う かを指定し ます。

2次元コー ド で全角文字は2文字と し て扱われます。

例 ： 以下に桁数出力の設定手順を示し ます。

メ ニューシー ト コマン ド

桁数出力を設定する

_RY_

RY

桁数出力

(バーコー ド: 2桁、 2次元コー ド: 6桁)

_$3_

$3

桁数出力

(バーコー ド、 2次元コー ド共: 6桁)

_$6_

$6

桁数出力を ク リ アする

_MG_

MG

出力フ ォーマ ッ ト は以下のよ う にな り ます。

･ 桁数出力で、 【ZZRY$3ZZ】 と設定し た場合(バーコー ド2桁)、 読取ったコー ドのバーコー ドのデー

タが“ABCDE”の場合は、 桁数は 「05」 と な り ます。

･ 桁数出力で、 【ZZRY$6ZZ】 と設定し た場合(バーコー ド 6桁)、 読取ったコー ドのバーコー ドのデー

タが“ABCDE”の場合は、 桁数は 「000005」 と な り ます。

･ 読取った2次元コー ドのデータが“オムロン”(全角)の場合は、 桁数は 「000008」 と な り ます。

設定開始(ZZ)

桁数出力を設定する(RY)

桁数出力($3)

設定終了(ZZ)
101
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設定方法
直接コー ド指定
ヘ ッ ダ、 フ ッ タの指定で、 文字列や数値を直接設定する場合に使用し ます。

メ ニューシー ト コマン ド

<SPACE>

_5A_
5A

!

_5B_
5B

"

_5C_
5C

#

_5D_
5D

$

_5E_
5E

%

_5F_
5F

&

_5G_
5G

'

_5H_
5H

(

_5I_
5I

)

_5J_
5J
形V400-R2シ リーズ
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設定方法
*

_5K_
5K

+

_5L_
5L

,

_5M_
5M

-

_5N_
5N

.

_5O_
5O

/

_5P_
5P

:

_6A_
6A

;

_6B_
6B

<

_6C_
6C

=

_6D_
6D

>

_6E_
6E

メ ニューシー ト コマン ド
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第 4 章
設定方法
?

_6F_
6F

@

_6G_
6G

[

_7A_
7A

＼

_7B_
7B

]

_7C_
7C

^

_7D_
7D

_

_7E_
7E

`

_7F_
7F

{

_9T_
9T

|

_9U_
9U

}

_9V_
9V

メ ニューシー ト コマン ド
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル



第
 4

 章
メ

ニ
ュ

ー
シ

ー
ト

/
コ

マ
ン

ド
一

覧
第 4 章

設定方法
~

_9W_
9W

0

_Q0_
Q0

1

_Q1_
Q1

2

_Q2_
Q2

3

_Q3_
Q3

4

_Q4_
Q4

5

_Q5_
Q5

6

_Q6_
Q6

7

_Q7_
Q7

8

_Q8_
Q8

9

_Q9_
Q9

メ ニューシー ト コマン ド
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設定方法
A

_0A_
0A

B

_0B_
0B

C

_0C_
0C

D

_0D_
0D

E

_0E_
0E

F

_0F_
0F

G

_0G_
0G

H

_0H_
0H

I

_0I_
0I

J

_0J_
0J

K

_0K_
0K

メ ニューシー ト コマン ド
形V400-R2シ リーズ
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L

_0L_
0L

M

_0M_
0M

N

_0N_
0N

O

_0O_
0O

P

_0P_
0P

Q

_0Q_
0Q

R

_0R_
0R

S

_0S_
0S

T

_0T_
0T

U

_0U_
0U

V

_0V_
0V

メ ニューシー ト コマン ド
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設定方法
W

_0W_
0W

X

_0X_
0X

Y

_0Y_
0Y

Z

_0Z_
0Z

a

_$A_
$A

b

_$B_
$B

c

_$C_
$C

d

_$D_
$D

e

_$E_
$E

f

_$F_
$F

g

_$G_
$G

メ ニューシー ト コマン ド
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h

_$H_
$H

i

_$I_
$I

j

_$J_
$J

k

_$K_
$K

l

_$L_
$L

m

_$M_
$M

n

_$N_
$N

o

_$O_
$O

p

_$P_
$P

q

_$Q_
$Q

r

_$R_
$R

メ ニューシー ト コマン ド
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第 4 章
設定方法
s

_$S_
$S

t

_$T_
$T

u

_$U_
$U

v

_$V_
$V

w

_$W_
$W

x

_$X_
$X

y

_$Y_
$Y

z

_$Z_
$Z

(NULL)

_9G_
9G

(SOH)

_1A_
1A

(STX)

_1B_
1B

メ ニューシー ト コマン ド
形V400-R2シ リーズ
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(ETX)

_1C_
1C

(EOT)

_1D_
1D

(ENQ)

_1E_
1E

(ACK)

_1F_
1F

(BEL)

_1G_
1G

(BS)

_1H_
1H

(HT)

_1I_
1I

(LF)

_1J_
1J

(VT)

_1K_
1K

(FF)

_1L_
1L

(CR)

_1M_
1M

メ ニューシー ト コマン ド
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設定方法
(SO)

_1N_
1N

(SI)

_1O_
1O

(DLE)

_1P_
1P

(DC1)

_1Q_
1Q

(DC2)

_1R_
1R

(DC3)

_1S_
1S

(DC4)

_1T_
1T

(NAK)

_1U_
1U

(SYN)

_1V_
1V

(ETB)

_1W_
1W

(CAN)

_1X_
1X

メ ニューシー ト コマン ド
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(EM)

_1Y_
1Y

(SUB)

_1Z_
1Z

(ESC)

_9A_
9A

(FS)

_9B_
9B

(GS)

_9C_
9C

(RS)

_9D_
9D

(US)

_9E_
9E

DELL

_9F_
9F

メ ニューシー ト コマン ド
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設定方法
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メ ンテナンスについて

本体の取扱いについて
本体の読取り面は光学部品が内蔵されています。 取扱いには十分ご注意 く だ さい。

汚れた り割れた りする と撮像状態が悪化し、 読取り できな く な り ます。

点検
本体をよ り良い状態でご使用いただ く ために、 以下のお手入れを し て く だ さい。

･ 撮像面は手で触れた り鋭利なもので触れた り し ないで く だ さい。

･ ほこ り などの無い環境でご使用 く だ さい。 撮像面が汚れた場合は、 レンズ専用の布あるいはエア

ブ ラシなどで清掃し て く だ さい。

･ 撮像面の汚れは、 レンズ専用の布、 またはエアブ ラシを使用し て取除いて く だ さい。

･ 撮像面以外の汚れは、 柔らかい布で軽 く ふき取って く だ さい。

点検項目 点検内容 必要な備品

供給電源 電源端子台で電圧を測定し、 定格電圧の範囲内(5V±10%)である

こ と。

テス タ

使用温度範囲 使用温度範囲(盤内温度)を測定し、 0～45℃の範囲である こ と。 温度計

使用湿度範囲 使用湿度範囲(盤内温度)を測定し、 35～85％RHの範囲である こ

と。

湿度計

取付け条件 本体と取付け金具がし っかり と固定されている こ と。 ト ルク ド ラ イバ
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル
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故障かな？と思ったら

■ 接続する と き

■ 読取り操作のと き

■ 外部入出力信号(TRIG、 OK、 NG)について

■ RS-232Cについて

症状 処置 参照

電源投入時にブザーが鳴動し ない ･ 電源装置が正し く 接続されていますか？

･ 電源電流容量が不足し ていませんか？

p.35

p.118

症状 処置 参照

読取り できない ･ 対象コー ド を読取り不可に設定されていませんか？

･ 最小分解能、 読取り距離、 コ ン ト ラス ト が仕様範囲外で

使用されていませんか？

p.68

p.31、 p.118

症状 処置 参照

TRIGからの信号に反応し ない ･ 信号線は正し く 配線されていますか？ p.33

OK、 NGから信号が出力されない ･ 信号線は正し く 配線されていますか？ p.33

症状 処置 参照

通信できない ･ ケーブルは正し く 接続されていますか？

･ 通信仕様は上位機器と合っていますか？

･ 正しい通信プロ ト コルを選択し ていますか？

p.35

p.54

p.51、 p.99
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形V400-R2シ リーズ

ユーザーズマニュ アル



118

第
 5

 章
仕

様
・

外
形

寸
法

第 5 章
付録
仕様 ・ 外形寸法

仕様

■ 一般仕様
形式 形V400-R2CF65 形V400-R2CF125

ビ ュー方向 フ ロン ト ビ ュー

適用コー ド

(※1)

バーコー ド WPC(JAN/EAN/UPC), Codabar(NW-7), ITF,Industrial2of5(STF), Code39, Code93, 

Code128, GS1-128(EAN-128), GS1-Databar(RSS-14), 

GS1-Databar Limited(RSS Limited), GS1-Databar Expanded(RSS Expanded), 

GS1-Databar Composite(RSS Composite)

2次元コー ド QR code, DataMatrix(ECC200), MicroQR code, PDF417, MicroPDF417, 

AztecCode, MaxiCode, Codablock-F

読取り桁数 最大の制限な し(バー幅と読取距離によ り異なる)

読取り性能

(※2)

光源 赤色LED×2(波長617nm)

エイ ミ ング光源 緑色LED×1(波長528nm)

最小分解能 バーコー ド ： 0.076mm

2次元コー ド ： 0.127mm

バーコー ド ： 0.127mm

2次元コー ド ： 0.212mm

撮像素子 モ ノ ク ロCMOS

有効画素数 752×480画素

焦点距離(WD) 65mm 125mm

視野 約48×31(焦点距離WD=65mmでの値) 約93×59(焦点距離WD=125mmでの値)

ピ ッ チ角(α) ±50°

スキュー角(β) ±50°

チル ト 角(γ) ±180°

湾曲読取り(R) R≧20mm(UPC12桁)

イ ン ターフ ェ ー

ス

通信仕様 RS-232C

OK／NG出力 NPNオープン コ レ ク タ出力 （ただ し、 ケーブル加工が必要）

機能設定方法 メ ニューシー ト 読取方式 　 または 　 ホス ト コマン ド方式 　 または 　 スキャ

ンボタ ン （コー ド条件テ ィ ーチング実行時のみ）

機能仕様 読取り ト リ ガ 外部 ト リ ガ( ト ラ ンジス タ入力)

コマン ド による ト リ ガ(RS-232C)

本体のスキャ ンボタ ンによるテス ト 読取りの ト リ ガ

OK／NG信号 ･ ラベル登録し ていない場合 

OK信号 ： 読み取り成功時にOK信号がON 

NG信号 ： 未使用

･ ラベル登録し ている場合 

OK信号 ： 読み取り結果が登録ラベルと一致し た場合にON

NG信号 ： 読み取り結果が登録ラベルと一致し ない場合にON

表示LED ･ 読み取り時 

成功時、 読取り確認LED （緑） が点灯し ます。

･ テ ィ ーチング時 

実行時、 読取り確認LED （緑） が点滅し ます。 

成功時、 読取り確認LED （緑） が点灯し、 ブザー鳴動し ます。 

失敗時、 読取り確認LED （赤） が点灯し、 BADブザー鳴動し ます。 (※3)

ブザー 読取り成功をブザー音で通知(消音可能)
形V400-R2シ リーズ
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※1 当社の評価基準における読み取り対応可能コー ド です。ご使用に際し ては、お客様の使用条件で評価をお願い し

ます。

※2 読取り性能は特に指定なき場合、角度α＝0°、β＝＋15°、r＝0°、R＝∞、環境照度100～2001x、読取り率90％以上

で規定し ます。

※3 BADブザーは低音で2回鳴動し ます。

電源電圧 電源電圧 DC4.5～5.5V

消費電流 動作時 ： 265mA以下 　 待機時 ： 70mA以下

環境仕様 周囲温度範囲 動作時 ： 0～＋45℃ 　 保存時 ： －10～＋60℃

周囲湿度範囲 20～85％RH(ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と)

周囲雰囲気 腐食性ガスのないこ と

外乱光 蛍光灯 ： 10,000lx以下 　 太陽光 ： 100,000lx以下

耐振動 10～150Hz 　 片振幅0.35mm 　 3方向 （X/Y/Z） 各8分10回

保護構造 IP65(IEC60529規格

質量 本体のみ 約90g

付属品込み 約200g(取付金具， ネジを含む)

梱包重量 約280g(梱包箱含む)

外形サイズ 本体サイズ 約41(W)×33(D)×24(H)mm

梱包サイズ 約240(W)×110(D)×40(H)mm

入出力コネク タ 丸型DINコネク タ

コー ド長 約1.5m

コー ド最小曲げ半径 約23mm

付属品 取扱説明書、 メ ニューシー ト 、 取付金具、 M2×6ネジ(2本)、 M5×10ネジ(2本)

材質 ・ 色 ケース PC、 PET、 黒色

読取り窓 PMMA、 透明

ケーブル ポ リ塩化ビニル （PVC）、 黒色

取付金具 　 SUS304、 銀色
119
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外形寸法
マルチコー ド リーダ

形V400-R2CF65/R2CF125

 41.1  

 3
3 

 

 35.1  
 1

8 
 

 1
0.

65
  

 1.25  

 10.65  
 24  

 18.4  

 2
2 

 

20
 

 16   37  

 3.8 10
1.5

 1
3 

 

 47  

 1
0.

65
  

 1.25  

 1
2 

  2
5 

 

 26.45  

 2-R1.1  

 R35.1   15°  

 1
5°

  

 8.9  

 2-R2.6  

 30°   30°  

 R13  

 1
2 

 

2-M5 

(単位: mm)
形V400-R2シ リーズ
ユーザーズマニュ アル



第
 5

 章
仕

様
・

外
形

寸
法
第 5 章

付録
取付け金具
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オムロン製プログラマブルコ ン ト ローラ接続ケーブル

形V509-W011
(単位: mm)

ビニル絶縁丸形コー ド φ5.1

桃(外部 ト リ ガ)

茶(＋5V)

青(0V)

ビニル絶縁丸形コー ド 
φ3.8、 3芯(導体断面積: 0.2㎜2、 
絶縁体径: φ1.0㎜)

信号名 No.

FG 1

SD 2

RD 3

RS 4

CS 5

- 6

- 7

- 8

SG 9

上位機器側 

Dsub9ピン

本製品側 

DIN8ピン

No. 信号名

1 SD

2 RD

3 RS

4 CS

5 TRIG

6 -

7 SG

8 +5V

シールド ケーブル

(外部 ト リ ガ)

(＋5V)

(0V)

Dsub9ピン
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DOS/Vパソ コ ン接続ケーブル

形V509-W011D

(単位: mm)

ビニル絶縁丸形コー ドφ5.1

桃(外部 ト リ ガ)

茶(＋5V)

青(0V)

ビニル絶縁丸形コー ド  
φ4.7、 3芯(導体断面積: 0.2㎜2、 
絶縁体径: φ1.0㎜)

信号名 No.

- 1

RD 2

SD 3

ER 4

SG 5

DR 6

RS 7

CS 8

- 9

シールド線
コネク タ

カバー

上位機器側 

Dsub9ピン本製品側 

DIN8ピン

No. 信号名

1 SD

2 RD

3 RS

4 CS

5 TRIG

6 -

7 SG

8 +5V

シールド ケーブル

(外部 ト リ ガ)

(＋5V)

(0V)

Dsub9ピン

シールド付き
123
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ASCIIコー ド表

RS-232C通信で読取ったデータは、 ASCIIコー ド で出力されます。

ASCIIコー ド は、 以下のキャ ラ ク タに対応し ています。

(例)

･読取りデータが 「A」 の場合: 16進数で 「41」 が出力されます。

･読取りデータが 「T」 の場合: 16進数で 「54」 が出力されます。

上位4ビ ッ ト

下

位

4

ビ

ッ

ト
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情報量早見表

コー ド のシンボルサイズによ っ て、 最大に格納でき る情報量が変化し ます。 また、 コー ド に

持たせる情報において、 文字種や文字の並び方、 組合わせ順によ っ て も最大情報容量は変化

し ます。 こ こ では、 コー ドのシンボルサイズ(セル数)と情報量の関係を下記に示し ます。

■ DataMatrix

 DataMatrix 　 ECC200

下図の場合、 シンボルサイズは12 × 12 です。

シンボルサイズ
表すこ とのできる最大情報量

数字 英数字 英数記号 漢字(全角) 半角カナ

10×10 6 3 3 - 1

12×12 10 6 5 1 3

14×14 16 10 9 3 6

16×16 24 16 14 5 10

18×18 36 25 22 8 16

20×20 44 31 28 10 20

22×22 60 43 38 14 28

24×24 72 52 46 17 34

26×26 88 64 57 21 42

32×32 124 91 81 30 60

36×36 172 127 113 42 84

40×40 228 169 150 56 112

44×44 288 214 190 72 142

48×48 348 259 230 86 172

52×52 408 304 270 101 202

64×64 560 418 372 139 278

8×18 10 6 5 1 3

8×32 20 13 12 4 8

12×26 32 22 20 7 14

12×36 44 31 28 10 20

16×36 64 46 41 15 30

16×48 98 72 64 23 47

12セル

12セル
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■ QRコー ド

 QRコー ド モデル2

下図の場合、 シンボルサイズは21 × 21 (バージ ョ ン1) です。

シンボルサイズ

(バージ ョ ン)

誤り訂正レベル

(ECCレベル)

表すこ とのできる最大情報量

数字 英数字

(大文字)

8-ビ ッ ト

バイ ト

漢字

21×21

(バージ ョ ン1)

L ( 7％) 41 25 17 10

M (15％) 34 20 14 8

Q (25％) 27 16 11 7

H (30％) 17 10 7 4

25×25

(バージ ョ ン2)

L ( 7％) 77 47 32 20

M (15％) 63 38 26 16

Q (25％) 48 29 20 12

H (30％) 34 20 14 8

29×29

(バージ ョ ン3)

L ( 7％) 127 77 53 32

M (15％) 101 61 42 26

Q (25％) 77 47 32 20

H (30％) 58 35 24 15

33×33

(バージ ョ ン4)

L ( 7％) 187 114 78 48

M (15％) 149 90 62 38

Q (25％) 111 67 46 28

H (30％) 82 50 34 21

37×37

(バージ ョ ン5)

L ( 7％) 255 154 106 65

M (15％) 202 122 84 52

Q (25％) 144 87 60 37

H (30％) 106 64 44 27

41×41

(バージ ョ ン6)

L ( 7％) 322 195 134 82

M (15％) 255 154 106 65

Q (25％) 178 108 74 45

H (30％) 139 84 58 36

7セル

14セル

7セル

7セル

7セル
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出所 　 JIS X 0510 　 2次元コー ド シンボル 　 －QRコー ド－基本仕様 　

最大情報容量とは 

同じ2次元コー ド でも、 そのシンボルサイズによ って最大に格納でき る情報量が変化し ます。 

つま り、 必要な情報容量が多 く なる と シンボルサイズも大き く する必要がでてきます。 

また、 コー ド に持たせる情報において、 どんな文字種を使 う かによ っ て も最大情報容量は変化し、

QRコー ド とDataMatrixでは、 「数字のみ」 ＞ 「数字＋英字」 ＞ 「漢字」 といった順番で、 同じ シンボ

ルサイズでも最大文字数が多 く な り ます。 

また、 文字種の並び方や組合わせ順によ っても変化し ます。

45×45

(バージ ョ ン7)

L ( 7％) 370 224 154 95

M (15％) 293 178 122 75

Q (25％) 207 125 86 53

H (30％) 154 93 64 39

49×49

(バージ ョ ン8)

L ( 7％) 461 279 192 118

M (15％) 365 221 152 93

Q (25％) 259 157 108 66

H (30％) 202 122 84 52

53×53

(バージ ョ ン9)

L ( 7％) 552 335 230 141

M (15％) 432 262 180 111

Q (25％) 312 189 130 80

H (30％) 235 143 98 60

57×57

(バージ ョ ン10)

L ( 7％) 652 395 271 167

M (15％) 513 311 213 131

Q (25％) 364 221 151 93

H (30％) 288 174 119 74

シンボルサイズ

(バージ ョ ン)

誤り訂正レベル

(ECCレベル)

表すこ とのできる最大情報量

数字 英数字

(大文字)

8-ビ ッ ト

バイ ト

漢字
127
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■ Micro QRコー ド

 Micro QRコー ド

下図の場合、 シンボルサイズは15×15(バージ ョ ン3)です。

シンボルサイズ

(バージ ョ ン)

誤り訂正レベル

(ECCレベル)

表すこ とのできる最大情報量

数字 英数字

(大文字)

8-ビ ッ ト

バイ ト

漢字

11×11

(バージ ョ ン1)
- 5 - - -

13×13

(バージ ョ ン2)

L 10 6 - -

M 8 5 - -

15×15

(バージ ョ ン3)

L 23 14 9 6

M 18 11 7 4

17×17

(バージ ョ ン4)

L 35 21 15 9

M 30 18 13 8

Q 21 13 9 5

7セル

8セル

7セル 8セル
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2次元コー ド 10, 56, 118

A
ACK/NAK方式 51, 99
AND照合 78
ASCII コー ド表 124

C
C/D 71
Codabar(NW-7) 27, 56
CODE128 27
CODE39 27, 56
CODE93 27
CS1 36

D
DataMatrix 26, 125

E
EAN 27, 56

G
GS1 Databar Composite 28
GS1 DataBar Expanded 28
GS1 DataBar Limited 28
GS1 DataBar Omni-directional 28
GS1 DataBar Stacked 28
GS1 DataBar Truncated 28
GS1 DataBar(RSS) 28
GS1-128 56

I
Industrial2of5(STF) 27
ITF 27, 56

J
JAN 27, 56

M
Micro QRコー ド 26, 128

P
PDF417コー ド 26

Q
QRコー ド 26, 126

R
READ OK LED 87
READ OK信号 89
Ready/Busy方式 99
RS-232Cコ マン ド 40

S
ST/SP 71

U
UPC 27
UPC-A 56
UPC-E 56

か
外形寸法 120
外部 ト リ ガ信号 40, 65

き
基本構成 20

け
桁数 101

こ
工場出荷時の設定 66
コー ド条件テ ィ ーチング機能 57
コ マン ド 62
コ マン ド入力 43, 63

し
出力回路 34
出力フ ォーマ ッ ト  55
上位機器との通信 35, 38, 56
消費電流 119
情報量早見表 125
初期設定 66

す
スキャ ンボタ ン 21
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スキュー角度 31, 118
ス ター ト コー ド 71
ス ト ッ プ コー ド 71
ス ト ッ プビ ッ ト  98

せ
接続
パソ コ ン 35
プログラマブルコ ン ト ローラ 36

接続ケーブル 20
パソ コ ン 20
プログラマブルコ ン ト ローラ 20

設置 44
設定開始 65
設定終了 65
セルサイズ 10

た
対応コー ド 一覧 26
タ イ ミ ングチャー ト  52
高さ 10
単発読取り 40, 48, 79

ち
チ ェ ッ クデジ ッ ト  71
直接コー ド 指定 102
チル ト 角度 32, 118

つ
通信時間 52
通信条件 97
通信速度 97
通信プロ ト コル 51, 99

て
データ長 98
デコー ド失敗 85
電源装置 20

と
ト リ ガ入力方法 40
ト リ ガ読取り 40
ト リ ガ連動方式 40
取付け 45
取付け金具 44

な
ナローバー 10

に
入力回路 34

の
ノ ープロ ト コル方式 51, 99

は
バーコー ド  10, 118
配線
パソ コ ン 35
プログラマブルコ ン ト ローラ 36

パソ コ ン
接続 35
接続ケーブル 20, 123
配線 35

幅 10
パリ テ ィ  98
バン ク機能 60
反転コー ド  77

ひ
ピ ッ チ角度 31, 118
ピン配置 33

ふ
不揮発メ モ リ 65
複数読取り 40, 49, 79
複数読取り リ セ ッ ト 時間 83
ブザー 87
フ ッ タ 100
フ レーム 83
フ ローチャー ト  48
プログラマブルコ ン ト ローラ
システム設定 37
接続 36
接続ケーブル 20, 122
配線 36

プログラム例 38
プロ ト コル 51, 99
フ ロン ト ビ ュータ イプ 21

へ
ヘ ッ ダ 100

ほ
本体ケーブル 21
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ま
マージン 10
マ ト リ ク スサイズ 10

む
無手順方式 51

め
メ ニューシー ト  62
メ ンテナンス 116

ゆ
有効時間 40
有効時間指定方式 40

よ
読取りNG出力 33
読取りOK出力 33
読取り一致 78
読取り角度 31
読取り確認LED 21
読取り許可 ・ 禁止 68
読取り桁数 86, 118
読取り失敗 55, 85
読取り動作 40, 79
読取り ト リ ガ 54
読取り範囲 29
読取り方式 40
読取り面 21
読取り有効時間 40, 81
読取り率測定モー ド 39

ら
ラベル 10
ラベル登録 91
ラベル無し 85

れ
連続読取り 40, 50, 79

わ
湾曲 32, 118
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マニュアル改訂履歴

マニュアルの改訂番号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているカ タログ番号の末尾に付記

されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2013年1月 初版

A ② 2013年3月 軽微修正

B ① 2014年5月 軽微修正

C ① 2015年6月 テ ィーチング機能、 バンク機能を追加

D ① 2016年5月 誤記修正

E （WEB版1） 2018年12月 ご承諾事項の更新に伴う改訂

カタログ番号  SDNC-705F （WEB版1）

改訂記号 増刷記号(裏表紙のみ)

F （WEB版1） 2019年7月 誤記修正





 SDNC-705F
2013-2019

2019年7月現在 （WEB版1）

●本書に記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に際して
は機器・装置の機能や安全性をご確認の上、ご使用ください。
●本書の内容の一部または全部を、無断で転載・複製することは禁止されていま
す。
●本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお
気付きのことがありましたら、お手数ですが下記の弊社支店または営業所まで
ご連絡ください。その際、カタログ番号も併せてお知らせください。

インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

●その他のお問い合わせ
納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社
担当オムロン販売員にご相談ください。
オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページで
ご案内しています。

●製品に関するお問い合わせ先

　■営業時間：8:00～21:00　　　■営業日：365日

●FAXやWebページでもお問い合わせいただけます。

携帯電話・PHS・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

電話 055-982-5015（通話料がかかります） オムロン商品のご用命は

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。

www.fa.omron.co.jp
緊急時のご購入にもご利用ください。

本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。

●

 FAX 055-982-5051 / www.fa.omron.co.jp

お客様相談室 クイック オムロン

0120-919-066

● 本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、
承認（又は役務取引許可）が必要です。
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